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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

自由の女神
島上陸は可能
政府機関閉鎖中でも
（胴体内部は閉鎖中）

　

自
民
党
は
10
月
４
日
、
保
守

強
硬
派
の
高
市
早
苗
氏
（
64
）

＝
写
真
＝
を
新
総
裁
に
選
出

し
、
米
主
要
メ
デ
ィ
ア
は
一
斉

に
「
史
上
初
の
女
性
首
相
誕
生

が
確
実
に
」
と
速
報
す
る
一

方
、
そ
の
政
策
色
と
国
際
的
影

響
を
強
調
す
る
論
調
が
目
立
っ

た
（
以
下
各
紙
は
ロ
イ
タ
ー
を

除
き
４
日
付
け
電
子
版
）。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
速
報
性
を
重
視

し
、
高
市
氏
の
当
選
を
「
女
性

初
の
指
導
者
誕
生
」
と
し
て
大

き
く
扱
う
と
同
時
に
、
対
中
国

姿
勢
の
強
硬
化
や
移
民
政
策
の

厳
格
化
と
い
っ
た
国
内
外
で
の

波
紋
に
触
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

は
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ

チ
ャ
ー
に
影
響
を
受
け
た
と
語

る
保
守
派
議
員
」
と
し
て
紹
介

し
た
。
日
本
初
の
女
性
首
相
と

な
る
予
定
だ
が
、「
男
女
平
等

の
推
進
に
十
分
な
努
力
を
し
て

い
な
い
と
一
部
か
ら
批
判
さ
れ

て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
高
市

氏
の
台
頭
は
、「
自
民
党
は
過

去
１
年
間
の
選
挙
で
の
敗
北
を

経
て
変
革
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
、
拡
大
し
て
い
る
右

翼
勢
力
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る

試
み
」
で
も
あ
る
と
分
析
。
中

国
の
軍
事
的
・
経
済
的
影
響
力

拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
強
く
批

判
し
、
日
本
に
対
し
防
衛
力
強

化
を
強
く
求
め
て
き
た
と
し

た
。
た
だ
し
、
毎
年
行
っ
て
い

た
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て

は
、
総
裁
選
勝
利
後
の
会
見
で

「
今
後
適
切
に
判
断
し
て
い
き

た
い
」
と
慎
重
姿
勢
に
な
っ
た

こ
と
を
報
じ
た
。
経
済
政
策
で

は
低
金
利
と
広
範
な
政
府
支
出

を
組
み
合
わ
せ
た
政
策
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
へ
の
回
帰
を
強
く

支
持
し
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
は
、

高
市
氏
が
「
男
性
優
位
で
家
父

長
制
が
根
強
い
日
本
で
初
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
公
職
に

お
け
る
最
も
高
い
ガ
ラ
ス
の
天

井
を
打
ち
破
っ
た
」と
報
じ
た
。

高
市
氏
を
「
保
守
強
硬
派
」「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
と
し
た
上

で
、「
高
市
氏
は
日
本
の
政
治

を
右
傾
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
」
と

予
測
。「『
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ー

ス
ト
』
の
外
交
政
策
を
強
調
し

て
お
り
、
米
国
と
の
関
税
交
渉

に
つ
い
て
合
意
に
不
平
等
な
面

も
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
「
貿
易
・
安
全

保
障
を
め
ぐ
る
米
国
と
の
摩
擦

の
中
、
日
本
初
の
女
性
首
相
誕

生
へ
」
と
の
見
出
し
で
、経
済
・

金
融
面
に
注
目
し
、
高
市
氏
の

積
極
的
な
財
政
拡
大
志
向
や
日

銀
の
金
融
政
策
と
の
軋
轢
の
可

能
性
を
指
摘
。
米
国
の
投
資
家

が
政
策
の
不
確
実
性
を
ど
う
評

価
す
る
か
が
焦
点
に
な
る
と
伝

え
た
。　

　

ロ
イ
タ
ー
は
５
日
付
け
で

「
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
触
発
さ
れ
、

日
本
の
次
期
首
相
の
高
市
氏
が

ガ
ラ
ス
の
天
井
を
打
ち
破
る
」

と
報
じ
た
。
彼
女
の
新
内
閣
人

事
や
幹
部
起
用
の
動
き
を
速
報

し
、
党
内
結
束
と
対
外
姿
勢
の

整
理
を
次
期
課
題
に
挙
げ
つ
つ

「
女
性
初
の
首
相
」
と
い
う
歴

史
的
意
義
と
実
務
上
の
ハ
ー
ド

ル
を
両
面
か
ら
伝
え
た
。
市
場

は
即
座
に
反
応
し
、
円
安
・
株

高
と
い
う“

タ
カ
イ
チ
相
場”

の
動
き
も
報
じ
た
。

　

総
じ
て
、
米
主
要
紙
は
「
歴

史
的
な
一
歩
」を
評
価
し
つ
つ
、

高
市
氏
の
経
済
・
安
全
保
障
政

策
が
日
米
関
係
や
地
域
の
安
定

に
与
え
る
影
響
、
そ
し
て
国
内

で
の
実
行
力
に
懸
念
を
示
す
報

道
が
目
立
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
６
日
、
自
民
党
総
裁
に

選
出
さ
れ
た
高
市
早
苗
氏
に
つ

い
て
、
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ト
ゥ

ル
ー
ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
に
「
日

本
は
初
の
女
性
首
相
（
原
文
の

ま
ま
）
を
選
出
し
た
。
彼
女
は

非
常
に
尊
敬
さ
れ
る
人
物
で
あ

り
、
深
い
知
恵
と
強
さ
を
兼
ね

備
え
て
い
る
。
こ
れ
は
素
晴
ら

し
い
日
本
の
国
民
に
と
っ
て
、

大
変
喜
ば
し
い
知
ら
せ
で
あ

る
。
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
」
と
投
稿
し
た
。

女
性
初
首
相
へ
期
待
感

高
市
早
苗
自
民
総
裁

主
要
米
紙
の
論
調

　

連
邦
政
府
の
閉
鎖
に
よ
り
、

全
米
の
国
立
公
園
な
ど
で
閉
鎖

が
相
次
い
で
い
る
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
自
由
の
女
神
と
移
民

記
念
博
物
館
の
エ
リ
ス
島
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政
府
が
費
用

を
負
担
す
る
形
で
二
つ
の
島
へ

の
上
陸
フ
ェ
リ
ー
が
現
在
も
運

行
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ェ
リ
ー
乗
船
料
金
は
25
ド

ル
50
セ
ン
ト
。
普
段
は
長
蛇
の

列
が
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場

も
閑
散
と
し
て
い
る
。
フ
ェ
リ

ー
は
20
分
毎
に
バ
ッ
テ
リ
ー
パ

ー
ク
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
最

終
乗
船
時
刻
は
午
後
４
時
。

（
３
日
の
女
神
像
、
写
真
・
三

浦
良
一
、
関
連
記
事
４
面
に
）
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2025年（令和 7年）10月 11日（土） ［総　合］　　（2  ）

　

第
13
回「
カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー
」

が
10
月
２
日
夜
、
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
・
ワ
イ
ル
リ
サ
イ
タ
ル

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
毎
年

日
本
か
ら
の
新
し
い
才
能
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
晴
れ
舞
台
で
披

露
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
当
日
は

ほ
ぼ
満
席
の
盛
況
と
な
っ
た
。

日
本
古
来
の
着
物
を
切
る
こ
と

な
く
美
し
い
ド
レ
ス
に
変
化
さ

せ
て
会
場
を
魅
了
し
た
着
物
シ

ョ
ー
が
ス
テ
ー
ジ
の
華
や
か
さ

を
盛
り
上
げ
、
迫
力
あ
る
和
太

鼓
のTAKERU

、
お
馴
染
み
の

ヒ
ー
リ
ン
グ
歌
手
の
コ
コ
リ
、

魂
の
書
家
、
西
山
嘉
克
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
書
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
歌
手
・
青
山
ひ
か
る
の

歌
声
が
響
き
、
ベ
テ
ィ
・
ア
ロ

ン
ジ
ェ
・
ベ
ラ
の
バ
レ
エ
が
会

場
を
沸
か
せ
た
。
そ
し
て
大
喝

采
を
受
け
た
の
が
司
会
を
務
め

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
の
西
岡

舞
と
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
元
「
オ

ペ
ラ
座
の
怪
人
」
の
怪
人
役
を

務
め
た
歌
手
で
作
曲
家
の
パ
ト

リ
ッ
ク
・
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
イ
ッ

カ
ム
が
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」

の
メ
ド
レ
ー
を
披
露
し
、
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
を
魅
了
し
た
。

同
シ
ョ
ー
は
来
年
か
ら
年
２
回

の
開
催
と
な
り
、
次
回
は
２
月

に
予
定
し
て
い
る
。

　

今
公
演
の
出
演
者
は
次
の
通

り
。
梶
木
敏
巳
・
西
岡
舞
（
Ｍ

Ｃ
＆
シ
ン
ガ
ー
）、
響
（
ヒ
ー

リ
ン
グ
音
楽
＆
太
極
拳
）
大
嶧

圭
己
・
光
恵
・
小
鮒
婦
貴
子
・

vivi 

水
の
声
・
や
ま
は
る
（
フ

ル
ー
ト
奏
者
）・
や
ま
だ
ひ
ろ

こ
（
太
極
拳
）、
岩
田
み
ゆ
き

（
シ
ン
ガ
ー
）、W

aka Bloom 

（
着
物
百
人
一
首
舞
）
桐
山
佐

緒
里
・
勘
孫
奈
・
浅
田
裕
子
・

入
本
明
日
香
・
髙
草
木
美
江
・

佐
々
木
径
子
・
日
髙
正
恵
・
菊

池
美
郁
・
大
木
志
乃
・
森
川
里

美
・
菅
原
裕
美
・
犬
飼
え
み
こ
・

浦
田
美
波
、ANGEL W

INGS 
Produced by Cokori

（

コ

ー
ラ
ス
）
こ
こ
り
・
田
中
寿

美
子
・
古
田
暁
子
・
石
川
容

子
・
藤
本
英
子
、
丸
田
元
光
＆

TAKERU
（
禅
宗
御
詠
歌
・
和

太
鼓
）、
碧 crew 
（
ダ
ン
ス
）

辛
川
碧
・
髙
田
珠
菜
・
太
田
羽

美
・
鬼
木
衣
祢
・
中
村
歩
夢
・

谷
口
麻
里
衣
・
麻
生
叶
愛
・
今

村
咲
奈
・
山
口
ひ
よ
り
・
足
立

徠
菜
、Lumiere doree 

（
ピ

ア
ノ
＆
着
物
）
白
石
美
麗
・
清

水
由
紀
子
、
唐
津
エ
ン
ヤ
ー
体

操
（
ダ
ン
ス
）
九
鬼
泰
子
・
九

鬼
静
子
・
重
香
織
・
内
山
明
子
・

大
庭
三
佳
・
中
村
由
紀
、Petit 

Allonge Bella NY

（
バ
レ
エ
）。

第
13
回
カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
満
席

写真・鈴木久美子、三浦良一

http://www.DiscoverMerchantSettlement.com


（3）　  ［総　合］ 2025 年（令和 7 年）10 月 11 日（土）

　

国
際
的
に
高
い
評
価
を
得

て
い
る
作
曲
家
・
指
揮
者

の
久
石
譲
（Photo: Nick 

Rutter, The Philadelphia 
Orchestra

）
が
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
管
弦
楽
団
の
作
曲
家
イ

ン
レ
ジ
デ
ン
ス
に
任
命
さ
れ
、

２
０
２
６
〜
27
年
シ
ー
ズ
ン
ま

で
務
め
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
。大
規
模
商
業
録
音
の
制
作
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
学
校
や

音
楽
院
と
の
提
携
に
よ
る
作
曲

学
生
へ
の
指
導
、
現
代
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
、

ま
た
25
〜
26
年
と
26
〜
27
年
の

シ
ー
ズ
ン
に
同
楽
団
の
本
拠
地

「
キ
ン
メ
ル
劇
場
芸
術
セ
ン
タ

ー
」
内
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
「
マ
リ
ア
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
・
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
楽

団
を
指
揮
す
る
予
定
。
27
年
春

に
は
自
身
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の

世
界
初
演
を
指
揮
す
る
。
11
月

13
日
・
14
日
に
マ
リ
ア
ン
・
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
・
ホ
ー
ル
で
予
定

さ
れ
て
い
る
演
奏
会
は
、
作
曲

家
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し
て
の

初
の
出
演
と
な
る
。
こ
の
公
演

で
は
、
ジ
ブ
リ
映
画
『
ハ
ウ
ル

の
動
く
城
』『
天
空
の
城
ラ
ピ

ュ
タ
』
か
ら
の
楽
曲
、
交
響
曲

《DA-MA-SHI-E

》、
お
よ
び
ブ

リ
テ
ン
《
パ
ー
セ
ル
の
主
題
に

よ
る
変
奏
曲
と
フ
ー
ガ
》
が
演

奏
さ
れ
る
。

　

久
石
氏
は
「
６
月
に
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
管
弦
楽
団
と
初
め

て
共
演
し
、
世
界
最
高
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
ひ
と
つ
と
共
に
演

奏
で
き
た
こ
と
は
大
変
な
名
誉

で
し
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

で
過
ご
し
た
時
間
は
大
き
な
刺

激
と
な
り
、
楽
団
の
音
楽
家
や

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
の
さ
ら
な

る
芸
術
的
協
働
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。
音
楽
監
督
ヤ
ニ
ッ
ク
・

ネ
ゼ=

セ
ガ
ン
は
「
久
石
さ
ん

の
デ
ビ
ュ
ー
は
素
晴
ら
し
く
楽

団
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
彼
を
迎
え
入

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思

う
」
と
述
べ
た
。
同
楽
団
の
社

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ル

ー
ア
は
「
我
々
が
１
２
５
周
年

の
歴
史
を
た
ど
る
中
で
、
こ
の

よ
う
な
創
造
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
は
、
す
べ
て
の
音
楽
愛
好

家
に
開
か
れ
た
空
間
を
提
供
す

る
」
と
語
っ
た
。

　

久
石
氏
は
作
曲
家
・
指
揮

者
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、
繊

細
に
構
築
さ
れ
た
交
響
曲
や
独

奏
曲
、
映
画
音
楽
に
よ
っ
て
現

代
音
楽
界
に
お
け
る
確
固
た
る

地
位
を
築
い
て
い
る
。

フィラデルフィア
管弦楽団を指揮へ
作曲家の久石譲氏

矢
野
顕
子
歌
う

ソ
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
で
熱
唱

　

タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
エ
ア
の
ソ

ニ
ー
・
ホ
ー
ル
で
５
日
、
矢
野

顕
子
ト
リ
オ
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
た
。
ベ
ー
ス
、
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
、
ボ
ー
カ
ル
は
ウ
ィ
ル
・

リ
ー
、
そ
し
て
、
ド
ラ
ム
は
ク

リ
ス
・
パ
ー
カ
ー
。
矢
野
と
２

人
と
は
10
年
以
上
に
わ
た
り
活

動
を
共
に
し
て
い
る
仲
間
。
演

目
は
、「
ご
は
ん
が
で
き
た
よ
」

「David

」「
ひ
と
つ
だ
け
」
ほ
か
、

故
坂
本
龍
一
氏
を
忍
ん
で
Ｙ
Ｍ

Ｏ
の
「RYDEEN

」
も
演
奏
。
ま

た
、
矢
野
は
宇
宙
に
興
味
が
あ

る
と
話
し
、
宇
宙
飛
行
士
の
野

口
聡
一
さ
ん
と
そ
の
家
族
か
ら

イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
作
っ
た

楽
曲「Three Rockets

」も
披
露
、

約
2
時
間
で
13
曲
を
演
奏
し
た
。

　

公
演
後
、
矢
野
は
「
た
く
さ

ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
が
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
く
れ

て
、
こ
ち
ら
も
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
た
。
矢
野
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
毎
回
訪
れ
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
在
住
の

マ
イ
ケ
ル
・
カ
ニ
ス
ト
さ
ん
は

「
彼
女
の
声
が
好
き
、
今
年
1
回

し
か
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
れ

て
よ
か
っ
た
。
大
満
足
だ
」
と

笑
顔
。

　

例
年Joe’s Pub
で
公
演
を
行

っ
て
い
た
が
、
同
ホ
ー
ル
で
の

公
演
は
今
回
が
初
め
て
。
来
場

者
が
増
え
た
の
で
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
の
大
き
い
ソ
ニ
ー
・
ホ
ー
ル

で
の
公
演
と
な
り
、
ホ
ー
ル
は

満
席
だ
っ
た
。
日
本
で
の
公
演

を
終
え
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

今
年
は
こ
の
日
1
日
だ
け
の
公

演
だ
っ
た
。

　（
石
黒
か
お
る
・
写
真
も
）

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
https://www.seitomoko.com/
https://www.nipponclub.org/
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高
市
早
苗
氏
が
自
民
党
総
裁

に
決
ま
っ
た
。
当
選
の
経
緯
に

つ
い
て
は
、
自
陣
営
の
活
動
が

熱
心
で
、
慢
心
の
あ
っ
た
小
泉

陣
営
を
圧
倒
し
た
と
か
、
麻
生

氏
の
支
持
が
大
き
か
っ
た
な
ど

と
い
う
解
説
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
見
方
は
、
あ
く
ま
で

噂
と
し
て
見
て
お
く
の
が
い
い

と
思
う
が
、
一
つ
だ
け
指
摘
で

き
る
の
は
や
が
て
組
閣
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
高
市
政
権
は
、
ウ
ル

ト
ラ
保
守
に
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

　

一
つ
に
は
、
高
市
氏
が
師
と

仰
ぐ
故
安
倍
晋
三
氏
の
政
治
手

法
が
あ
る
。
安
倍
氏
は
、
国
会

の
論
戦
や
街
頭
演
説
で
は
、
強

い
調
子
で
リ
ベ
ラ
ル
派
を
批
判

し
て
、
保
守
票
の
喝
采
を
引
き

出
し
て
い
た
。
こ
の
手
法
で
何

度
も
国
政
選
挙
に
勝
利
し
て
長

期
政
権
を
実
現
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
だ
が
、
実
際
の
政
治
に

当
た
っ
て
は
保
守
票
を
味
方
に

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
か

な
り
自
在
に
中
道
政
策
を
実
現

し
て
い
っ
た
。

　

例
え
ば
、
上
皇
さ
ま
が
譲
位

の
意
向
を
漏
ら
さ
れ
た
際
に

は
、
頑
固
な
保
守
派
か
ら
は
天

皇
は
終
身
制
で
あ
り
、
だ
か
ら

現
職
の
天
皇
と
し
て
崩
御
す
る

こ
と
が
「
神
上
が
り
」
に
な
る

の
だ
と
し
て
、
お
元
気
な
う
ち

の
譲
位
に
反
対
す
る
声
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
日
韓
合
意
に
つ
い

て
は
、
保
守
派
の
嫌
う
国
費
か

ら
の
支
出
を
し
て
、
個
々
人
の

慰
安
婦
に
補
償
を
す
る
内
容
が

入
っ
て
い
た
。
オ
バ
マ
氏
と
の

相
互
献
花
外
交
も
、
現
職
総
理

が
真
珠
湾
で
献
花
す
る
こ
と
に

は
保
守
派
は
複
雑
な
思
い
を
抱

い
て
い
た
は
ず
だ
。
だ
が
、
こ

う
し
た
政
策
を
、
安
倍
氏
は

淡
々
と
進
め
て
い
っ
た
。

　

高
市
氏
も
、
こ
の
安
倍
マ
ジ

ッ
ク
を
踏
襲
す
る
で
あ
ろ
う

し
、
そ
の
気
配
は
既
に
出
て
い

る
。
当
選
を
受
け
て
「
自
分
は

馬
車
馬
の
よ
う
に
働
き
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
無
視
す

る
」
と
述
べ
た
一
方
で
、
記
者

た
ち
に
は
「
皆
さ
ん
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
尊
重
す

る
」
と
し
て
、
硬
軟
の
レ
ト
リ

ッ
ク
を
使
い
分
け
て
い
る
あ
た

り
に
、
安
倍
流
の
マ
ジ
ッ
ク
を

再
現
し
そ
う
な
気
配
を
感
じ

る
。

　

二
つ
目
に
は
、
極
端
な
保
守

政
党
の
存
在
が
あ
る
。
欧
米
で

流
行
し
て
い
る
陰
謀
論
な
ど
新

世
代
の
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を

参
考
に
し
た
政
党
や
、
極
端
な

ま
で
に
小
さ
な
政
府
を
志
向
す

る
政
党
が
日
本
で
も
存
在
感
を

持
っ
て
き
て
い
る
。
そ
ん
な
中

で
、
自
民
党
に
は
「
彼
ら
に
保

守
票
を
取
ら
れ
て
い
る
」
と
い

う
危
機
感
は
大
き
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
今
回
「
高
市
早
苗
」
と

い
う
旗
印
を
選
ん
だ
わ
け
で
、

そ
こ
に
は
「
保
守
票
を
奪
還
す

る
」
た
め
と
い
う
意
味
合
い
は

あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
実
際
の
高
市
氏

は
ベ
テ
ラ
ン
の
自
由
民
主
党
議

員
で
あ
り
、
歴
代
内
閣
に
閣
僚

と
し
て
関
与
し
て
き
た
人
物
で

あ
る
。
従
っ
て
、
陰
謀
論
や
極

端
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な

く
、
実
現
可
能
な
狭
い
範
囲
の

中
で
政
策
を
選
択
し
て
ゆ
く
こ

と
と
な
ろ
う
。
そ
の
際
に
、
こ

の
人
は
独
特
の
政
治
勘
と
い
う

か
、
世
論
へ
の
嗅
覚
か
ら
言
動

に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
上
で
、
や
や
希
望
的
観

測
に
は
な
る
が
「
新
興
保
守
政

党
よ
り
穏
健
で
つ
ま
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
保

守
だ
が
、
現
実
的
で
信
頼
に
足

る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
演
出

す
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
別
に
特
殊
な
こ

と
で
は
な
い
。
保
守
世
論
に
し

て
も
、現
状
不
満
の
「
は
け
口
」

と
し
て
、
今
回
参
院
選
で
は
新

興
保
守
政
党
に
投
票
し
た
と
し

て
も
、
あ
く
ま
で
「
自
民
党
に

お
灸
を
す
え
る
」
と
い
う
心
理

で
の
投
票
で
あ
っ
た
可
能
性
は

高
い
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
身

の
よ
く
見
え
な
い
新
興
勢
力
で

は
な
く
、「
高
市
自
民
党
」
に

は
安
心
感
を
抱
く
可
能
性
は
あ

る
。

　

三
点
目
は
、
こ
れ
は
懸
念
材

料
と
し
て
で
あ
る
が
、
例
え
ば

小
泉
進
次
郎
陣
営
と
比
較
し
た

際
に
、
必
要
な
改
革
を
実
施
で

き
る
の
か
、
悪
く
言
え
ば
地
方

の
保
守
勢
力
に
引
き
ず
ら
れ

て
、
必
要
な
政
策
が
実
施
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
る
の
は
否
め

な
い
。
特
に
米
価
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
消
費
者
の
強
い
危
機

感
に
呼
応
し
て
米
価
抑
制
に
動

い
た
小
泉
氏
へ
の
地
方
票
の
嫌

悪
感
は
か
な
り
強
く
、
今
回
の

総
裁
選
の
結
果
に
も
影
響
し
た

と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、

20
数
年
前
の
小
泉
純
一
郎
政
権

が
徹
底
し
て
特
定
郵
便
局
と
い

う
地
方
利
権
を
潰
し
に
か
か
っ

た
こ
と
へ
の
記
憶
が
重
な
っ
た

可
能
性
は
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
高
齢
兼
業
農
家

の
廃
業
が
加
速
す
る
中
で
、
農

業
改
革
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

だ
。
農
業
だ
け
で
は
な
い
。
デ

ジ
タ
ル
化
も
、
教
育
改
革
も
、

雇
用
改
革
も
実
は
今
こ
こ
で
本

腰
を
入
れ
な
い
と
、
経
済
も
社

会
も
維
持
で
き
な
い
瀬
戸
際
で

も
あ
る
。
そ
し
て
、
高
市
氏
と

そ
の
周
囲
は
そ
の
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
か

し
た
ら
、
冒
頭
指
摘
し
た
よ
う

に
保
守
派
を
味
方
に
す
る
こ
と

で
、
か
え
っ
て
中
道
政
策
を
進

む
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
、
同

じ
く
守
旧
派
の
票
を
ま
と
め
た

こ
と
で
、
か
え
っ
て
構
造
改
革

を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
か

も
し
れ
な
い
の
だ
。

　

総
裁
選
ま
で
は
高
み
の
見
物

を
決
め
込
ん
で
い
た
国
民
民
主

党
な
ど
が
高
市
氏
と
の
連
携
に

動
い
て
い
る
の
に
は
、
こ
の
よ

う
な
「
本
格
政
権
」
が
出
来
上

が
る
可
能
性
を
計
算
し
て
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
首
班
指
名
ま

で
に
は
ま
だ
一
週
間
を
残
し
て

お
り
、
政
界
ゆ
え
に
一
寸
先
は

闇
と
い
う
要
素
は
あ
る
が
、
現

時
点
で
は
安
定
多
数
を
確
保
し

た
新
連
立
に
よ
る
現
実
主
義
の

政
権
が
発
足
す
る
こ
と
で
、
日

本
の
政
治
が
安
定
化
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

高
市
新
総
裁
は
現
実
路
線
に

シ
フ
ト
し
て
本
格
政
権
を
目
指
せ

　

Ｎ
Ｙ
市
は
９
月
24
日
、
電
動

自
転
車
（
Ｅ
バ
イ
ク
）、
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
（
Ｅ
ス
ク
ー
タ

ー
）、
デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
で
使

う
商
業
用
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
の
最
高
時
速
を
15
マ
イ
ル

に
制
限
す
る
新
た
な
速
度
規
制

を
執
行
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
降
、
自
転
車
や
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
の
利
用
者
が
急
増
す
る
と
同

時
に
、
同
市
に
は
危
険
な
猛
ス

ピ
ー
ド
走
行
に
対
す
る
苦
情
が

殺
到
し
て
い
る
。
電
動
自
転
車

だ
け
で
も
、
関
連
の
交
通
事
故

数
は
１
年
間
で
約
２
０
０
件
増

の
６
２
３
件
と
な
っ
て
い
る
。

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
同
市
長

は
６
月
、
ス
ピ
ー
ド
制
御
に
関

す
る
議
論
を
再
検
討
し
「
一
貫

し
た
規
制
」
を
提
示
し
、
同
市

運
輸
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
は
７
月
公

聴
会
を
開
き
約
９
０
０
件
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
最
高
速
度
規

制
は
自
転
車
の
種
類
に
よ
っ
て

時
速
20
〜
25
マ
イ
ル
に
定
め
ら

れ
て
い
た
。
同
市
の
自
転
車
シ

ェ
ア
制
度
の
シ
テ
ィ
ー
バ
イ
ク

に
関
し
て
は
、
す
で
に
今
夏
初

頭
に
最
高
時
速
が
15
マ
イ
ル
に

制
定
さ
れ
て
い
る
。
同
市
長
は

時
速
15
マ
イ
ル
に
抑
え
る
こ
と

で
「
市
民
の
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
街
を
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
」
と
語
っ
た
。
イ
ダ

ニ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
Ｄ
Ｏ
Ｔ
局

長
は
、
市
民
に
と
っ
て
最
も
安

全
な
速
度
に
つ
い
て
海
外
の
実

例
を
調
査
し
た
、
と
話
し
て
い

る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
自

転
車
レ
ー
ン
の
最
高
速
度
を
時

速
15
マ
イ
ル
に
制
定
し
て
い

る
。

電
動
バ
イ
ク
、
ス
ク
ー
タ
ー

最
高
速
度
時
速
15
マ
イ
ル
に

　

昨
今
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
型
Ａ
Ｉ
と
い
う

言
葉
を
頻
繁
に
耳
に

す
る
。
ユ
ー
ザ
ー
に

指
示
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
自
律

的
に
思
考
し
行

動
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
事
で
あ

る
。
従
来
の
Ａ

Ｉ
と
は
異
な

り
、
ユ
ー
ザ
ー

は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
仕
事

の
目
的
を
与
え
る
だ
け

で
、あ
と
は
全
て
お
任
せ
。

Ａ
Ｉ
自
身
が
自
分
で
計
画

を
立
て
、
必
要
な
ツ
ー
ル

を
駆
使
し
て
、
複
雑
な
タ

ス
ク
を
完
了
さ
せ
る
。

　

こ
の
技
術
が
持
つ
可
能

性
は
ま
さ
に
無
限
大
と
言

え
る
。企
業
に
と
っ
て
は
、

Ａ
Ｉ
が
市
場
の
動
向
調
査

か
ら
競
合
分
析
、
初
期
の

事
業
計
画
ま
で
を
一
手
に

担
い
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド

と
質
を
劇
的
に
高
め
る
。
個
人

レ
ベ
ル
で
は
、
旅
行
の
予
約
、

複
数
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
ま
た
い
だ
手
続
き
、
複
雑
な

デ
ー
タ
分
析
と
い
っ
た
手
間
の

か
か
る
作
業
を
Ａ
Ｉ
が
完
全
に

自
動
で
処
理
し
て
く
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
強
力
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
は
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
帳
消
し
に
す
る
ほ
ど
の
巨
大

な
リ
ス
ク
と
犠
牲
が
潜
ん
で
い

る
。
最
大
の
懸
念
は
、
制
御
不

能
と
も
な
り
得
る
Ａ
Ｉ
の
自
律

性
だ
。Ａ
Ｉ
が
自
ら
定
め
た「
最

適
な
手
段
」
を
選
ぶ
際
、
人
間

社
会
の
倫
理
観
や
法
律
を
無
視

し
て
し
ま
う
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
あ
る
い
は
自
己
学
習

を
続
け
た
結
果
、
人
間
に
は
予

測
も
理
解
も
で
き
な
い
突
飛
な

判
断
を
下
す
危
険
性
も
常
に
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
全
体
で
大
き

な
犠
牲
を
払
う
こ
と
に
も
な
る

だ
ろ
う
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
知
的
労

働
の
徹
底
的
な
自
動
化

は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
中
心

の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
雇

用
を
大
規
模
に
破
壊
す

る
。
企
業
は
コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
一
方
で
、
社
会

の
所
得
格
差
は
広
が
り
か

ね
な
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
が

企
業
の
機
密
情
報
や
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を

駆
使
し
て
活
動
す
る
仕
組

み
は
、
デ
ー
タ
管
理
の
ミ

ス
一
つ
で
、
か
つ
て
な
い

規
模
の
情
報
漏
洩
や
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
引
き
金
に
な

り
う
る
。

　

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ

は
、
人
類
に
と
っ
て
の
究

極
の
進
化
と
な
る
の
か
、

あ
る
い
は
最
大
の
危
機
と

な
る
の
か
。
鍵
と
な
る
の
は
技

術
の
暴
走
を
防
ぎ
、
倫
理
的
な

利
用
を
確
実
に
す
る
た
め

の
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ル

ー
ル
づ
く
り
で
あ
り
、
そ

れ
を
社
会
で
遵
守
し
て
い

く
事
で
あ
る
。
便
利
だ
か

ら
い
い
だ
ろ
う
、
と
か
効

率
化
が
全
て
、と
い
っ
た
、

一
つ
の
側
面
だ
け
に
偏
っ

た
議
論
は
危
険
だ
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）
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連
邦
政
府
の
閉
鎖
が
続
い
て

い
る
。
全
米
の
国
立
公
園
や
観

光
施
設
で
影
響
が
広
が
っ
て
い

る
。
原
則
と
し
て
公
園
は
開
園

を
継
続
す
る
が
、
職
員
の
約
３

分
の
２
が
一
時
帰
休
と
な
り
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
ト
イ
レ

清
掃
、
入
園
料
徴
収
な
ど
の
業

務
が
停
止
ま
た
は
縮
小
さ
れ
て

い
る
。
安
全
管
理
や
山
火
事
監

視
な
ど
の
最
低
限
の
機
能
は
維

持
さ
れ
る
も
の
の
、
地
域
に
よ

っ
て
対
応
が
異
な
り
、
旅
行
者

は
不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

い
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
、
議

会
図
書
館
や
国
立
公
文
書
館
、

ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
塔
、
国
立
樹

木
園
な
ど
が
閉
鎖
さ
れ
、
国
会

議
事
堂
や
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
見
学

ツ
ア
ー
も
中
止
。
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
協
会
の
博
物
館
や
国
立
動
物

園
は
10
月
11
日
ま
で
開
館
予
定

だ
が
、
そ
の
後
は
閉
鎖
の
可
能

性
も
あ
る
。
屋
外
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
モ
ー
ル
は
原
則
と
し
て
一

般
公
開
が
続
く
。

　

各
地
の
国
立
公
園
で
も
対
応

は
分
か
れ
て
い
る
。
ア
リ
ゾ
ナ

州
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
国

立
公
園
は
入
園
可
能
だ
が
、
建

物
は
閉
鎖
さ
れ
入
園
料
も
徴
収

さ
れ
な
い
。
ユ
タ
州
の
５
つ
の

国
立
公
園
（
ザ
イ
オ
ン
、
ア
ー

チ
ー
ズ
な
ど
）
は
開
園
を
継
続

し
、
コ
ロ
ラ
ド
州
は
入
園
料
収

入
を
活
用
し
て
暫
定
的
に
運
営

を
維
持
し
て
い
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
多

く
の
公
園
が
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
一
方
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
ツ
リ

ー
や
ミ
ュ
ア
ウ
ッ
ズ
の
一
部
施

設
は
閉
鎖
。
ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
島

は
一
時
閉
鎖
後
に
再
開
し
た
。

　

一
方
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州

の
カ
ー
ル
ズ
バ
ッ
ド
洞
窟
群
国

立
公
園
や
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
国

立
公
園
は
全
面
閉
鎖
。
メ
イ
ン

州
の
ア
カ
デ
ィ
ア
国
立
公
園
や

テ
ネ
シ
ー
州
の
グ
レ
ー
ト
ス
モ

ー
キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
国
立
公

園
は
地
元
政
府
の
支
援
で
開
園

を
続
け
て
い
る
。

　

米
国
立
公
園
局
も
閉
鎖
が
決

定
し
た
が
、
同
局
が
管
理
及
び

運
営
す
る
自
由
の
女
神
と
エ
リ

ス
島
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が

費
用
を
拠
出
し
、
閉
鎖
期
間
中

も
引
き
続
き
開
園
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

自
由
の
女
神
の
島
に
上
陸
し
て
間
近
で
女
神
像
を
見
学

す
る
観
光
客
た
ち
。
胴
体
や
頭
部
王
冠
の
展
望
台
の
中
に

は
入
れ
な
い
（
３
日
午
後
３
時
、
撮
影
・
三
浦
良
一
）

連邦政府の閉鎖
観光施設に影響
職員の３分の２が一時帰休

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
http://www.nyseikatsu.com
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ハ
モ
ン
ド
Ｂ
３
オ
ル
ガ
ン
で

多
様
な
音
響
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を

創
り
出
す
こ
と
で
知
ら
れ
る
ジ

ャ
ズ
の
名
手
、
敦
賀
明
子
さ
ん

が
9
月
13
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
病
院
で
死
去
し
た
。
58
歳
だ

っ
た
。
敦
賀
さ
ん
の
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
り
明
ら
か
に

ボ
ー
ド
、
ベ
ー
ス
ペ
ダ
ル
、
音

色
変
化
用
の
ド
ロ
ー
バ
ー
を
備

え
る
）
を
用
い
て
広
域
な
音
色

パ
レ
ッ
ト
を
創
出
し
、
男
性
中

心
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ジ
ャ
ズ
界

で
独
自
の
地
位
を
築
い
た
。　

　

敦
賀
さ
ん
は
１
９
６
７
年
9

月
1
日
、
大
阪
で
生
ま
れ
た
。

彼
女
は
幼
い
頃
か
ら
、
ジ
ャ
ズ

フ
ァ
ン
だ
っ
た
祖
母
か
ら
の
音

楽
教
育
を
受
け
、
3
歳
で
地
元

の
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
で
学
び
始

め
た
。
初
め
て
オ
ル
ガ
ン
を
手

に
し
た
彼
女
は
、
す
ぐ
に
夢
中

に
な
っ
た
と
い
う
。
昨
年
ホ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
「
ペ
ダ
ル
に
足
が
届
か
な
か

っ
た
の
で
、
左
手
で
低
音
を
、

右
手
で
和
音
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

弾
い
て
い
た
」と
語
っ
て
い
た
。

オルガニスト敦賀さん逝く
米
ジ
ャ
ズ
界
で
独
自
の
地
位

日
本
人
女
性
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
演
奏
家

　

新
潟
市
を
拠
点
に
活
躍
し

た
三
味
線
奏
者
の
「
史
佳

Fumiyoshi

（
ふ
み
よ
し
）」

さ
ん
が
、
病
気
の
た
め
９
月
26

日
亡
く
な
っ
た
。
51
歳
だ
っ

た
。
史
佳
さ
ん
は
、
9
歳
か
ら

母
・
高
橋
竹
育
（
ち
く
い
く
）

さ
ん
か
ら
津
軽
三
味
線
を
習
い

始
め
２
０
０
０
年
か
ら
プ
ロ
と

し
て
活
動
。
２
０
１
９
年
と

２
０
２
１
年
の
２
度
に
わ
た
り

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
公
演
し
、
21
年
に
は

世
界
的
ジ
ャ
ズ
ベ
ー
シ
ス
ト
の

ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
さ
ん
と
共
演

を
果
た
し
て
い
る
。

　

遺
族
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
と
、

２
年
前
、
難
病
の
「
免
疫
介
在

性
壊
死
性
ミ
オ
パ
チ
ー
」（
め

ん
え
き
か
い
ざ
い
せ
い
・
え
し

せ
い
ミ
オ
パ
チ
ー
）
と
診
断
さ

れ
、
こ
と
し
2
月
に
活
動
休
止

を
発
表
し
て
い
た
。
通
夜
、
葬

儀
は
近
親
者
で
い
と
な
ま
れ
、

後
日
お
別
れ
の
会
が
開
か
れ

る
。

　

遺
族
は
「
こ
こ
に
生
前
賜
り

ま
し
た
ご
厚
誼
と
ご
支
援
に
、

心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
、
ま

す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
、
フ

ァ
ン
の
皆
様
へ
と
し
て
「
生

前
、
三
味
線
プ
レ
イ
ヤ
ー
史
佳

Fumiyoshi 

は
多
く
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
、
皆
様
か
ら
の
温
か

い
応
援
を
大
き
な
励
み
と
し
て

歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ

の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

突
然
の
ご
報
告
と

な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
故
人
が
生
前
に
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
声
援
に
、
改
め
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
し

て
い
る
。

　

初
代
高
橋
竹
山
流
の
魂
を
引

き
継
い
だ
三
味
線
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
史
佳
は
、
２
０
１
９
年
の
初

カ
ー
ネ
ギ
ー
で
は
、
世
界
初
演

の
「
タ
イ
ト
ロ
ー
プ
」
を
披
露
。

三
味
線
奏
者
の
史
佳
さ
ん
死
去

カ
ー
ネ
ギ
ー
に
2
度
立
つ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
緒
に
演

奏
を
し
た
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
大
江
千
里
さ
ん
は
、「
つ
る

り
ん
は
分
け
隔
て
な
く
ジ
ャ
ズ

の
現
場
に
僕
を
入
れ
て
く
れ

て
、
い
ろ
ん
な
音
楽
家
を
紹
介

し
て
く
れ
た
し
、
一
緒
に
た
く

さ
ん
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
連

弾
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同
じ
関
西
出
身
な
の
で
会
話
は

い
つ
も
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
で
楽

し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。
一

緒
に
行
っ
た
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の

韓
国
料
理
、
こ
の
秋
に
は
１
人

で
行
っ
て
み
ま
す
。彼
女
の「
さ

く
ら
」
と
い
う
ア
ル
バ
ム
が
好

き
で
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
着
用
す

る
着
物
を
一
緒
に
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
探
し
に
行
っ

た
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
あ
の

ア
ル
バ
ム
は
僕
に
と
っ
て
も
印

象
深
い
で
す
。
僕
に
で
き
る
こ

と
は
、
ま
さ
に
彼
女
の
素
晴
ら

し
い
ソ
ロ
の
後
と
同
じ
よ
う

に
、
手
の
ひ
ら
が
腫
れ
る
く
ら

い
大
き
な
拍
手
で
送
り
た
い
で

す
。
つ
る
り
ん
！ 

ま
た
会
お

う
！
」
と
話
し
た
。

ピ
ン
と
張
り
詰
め
た
三
味
線
系

が
聴
衆
の
琴
線
に
触
れ
た
。
ま

た
、
21
年
10
月
の
公
演
で
は
、

ジ
ャ
ズ
ベ
ー
ス
の
神
様
と
言
わ

れ
る
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
が
共
演

し
た
。
公
演
タ
イ
ト
ル
「
ブ
レ

ー
ク
ス
ル
ー
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
演
奏
家
と
し
て
の
存
続
の
危

機
に
直
面
し
た
時
に
困
難
を
打

破
す
る
、
常
識
を
突
き
破
る
と

い
う
意
味
で
つ
け
た
も
の
で
、

当
時
「
新
し
い
未
来
を
作
り
出

し
て
前
に
進
む
た
め
に
は
、
こ

こ
か
ら
再
び
歩
き
始
め
る
こ
と

が
必
要
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
音
楽
で
い
い
ニ
ュ
ー
ス

を
届
け
た
い
」
と
い
う
願
い
を

込
め
た
演
奏
で
観
客
を
魅
了
し

た
。

　

史
佳
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
当
時
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
会

長
の
大
坪
賢
次
さ
ん
は
「
２
年

程
前
、
筋
肉
の
難
病
に
か
か
っ

た
と
我
が
家
に
報
告
に
来
た

時
、
私
も
長
い
間
重
症
筋
無
力

症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
、
病

気
は
気
持
ち
の
持
ち
方
次
第
だ

と
元
気
付
け
ま
し
た
が
、
し
か

し
力
尽
き
た
様
で
す
。
芸
術
家

な
ら
誰
で
も
憧
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル

で
、
こ
れ
ま
で
二
回
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
史
佳
君

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
手
伝
い
ま
し

た
。
史
佳
君
に
は
も
う
一
度
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
の
舞
台
に
立
っ
て

欲
し
か
っ
た
で
す
。
昨
年
10
月

開
催
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟

県
人
会
創
立
35
周
年
記
念
式
典

で
は
、
元
気
な
姿
で
演
奏
し
て

く
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第116回例会/令和７年10月例会 
開催日： 令和7年10月23日（木曜日）
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題： 東京裁判とその史観
　－消えぬ贖罪意識の克服に向けて－
開　場： 17:45（講演開始まで軽飲食）
時　間： 18:15 ～20：30
講　師： 高崎康裕（会長）
会　費： 一般会費30ドル（会員20ドル）
　初回参加無料
参加申込： Eメール 
rekishikenkyuny@gmail.com 研究会事務局 

　昭和21年から挙行された東京裁判は、事後
法によって勝者が敗者を一方的に断罪するとい
う、パル・インド判事の名言を借りれば「歴史
の偽造」でもあった。この裁判の結果、多く
の国民が祖国の歴史を誇ることを忘れ、甚だし
きは国家を呪詛するという、所謂「東京裁判史
観」なるものが生まれ、それが現在も根強く
残っている。戦後８０年を迎えた今、東京裁判
とはどのようなものであったのかを振り返る。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
敦
賀

さ
ん
は
半
年
に
わ
た
り
闘
病
し

て
い
た
が
、
13
日
午
前
３
時
57

分
に
永
眠
し
た
。
近
親
者
の
間

で
葬
儀
を
済
ま
せ
た
。
９
月
24

日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
敦

賀
さ
ん
の
死
去
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
報
じ
た
。

　

幅
広
い
音
色
で
知
ら
れ
、
サ

ッ
ク
ス
の
巨
匠
ル
ー
・
ド
ナ
ル

ド
ソ
ン
と
の
共
演
で
名
を
馳

せ
、
ソ
ロ
活
動
で
も
精
力
的
に

活
躍
し
た
。
夫
で
ジ
ャ
ズ
ト
ラ

ン
ペ
ッ
タ
ー
の
ジ
ョ
ー
・
マ
グ

ナ
レ
リ
氏
に
よ
る
と
、
短
期
間

の
闘
病
の
末
、
病
院
で
息
を
引

き
取
っ
た
と
い
う
。
四
半
世
紀

に
わ
た
り
、
雄
大
な
Ｂ
３
オ
ル

ガ
ン
（
61
鍵
盤
×
2
段
の
キ
ー

　

米
国
移
民
局（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）

は
２
０
２
５
年
９
月
21
日
、
特

定
の
Ｈ
ー
１
Ｂ
申
請
に
対
し
て

新
た
に
課
さ
れ
る
10
万
ド
ル
の

手
数
料
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用

範
囲
を
明
確
化
す
る
政
策
メ
モ

を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
の
発

表
に
よ
り
ま
す
と
、
手
数
料
は

９
月
21
日
以
降
に
提
出
さ
れ
た

申
請
に
の
み
適
用
さ
れ
、
そ
れ

以
前
に
提
出
さ
れ
た
申
請
や
す

で
に
有
効
な
Ｈ
ー
１
Ｂ
ビ
ザ
を

保
持
し
て
い
る
方
に
は
影
響
が

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
行

の
Ｈ
ー
１
Ｂ
ビ
ザ
保
持
者
は
、

追
加
の
費
用
を
支
払
う
こ
と
な

く
引
き
続
き
海
外
渡
航
や
米
国

へ
の
再
入
国
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
安
心
材
料
と
な
る
一
方
、

米
国
外
か
ら
新
規
に
提
出
さ
れ

る
申
請
に
つ
い
て
は
、
10
万
ド

ル
の
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
初
期
的
な
指

針
を
示
し
た
も
の
の
、「
新
規

申
請
」
の
定
義
が
雇
用
主
変
更

や
ス
テ
ー
タ
ス
変
更
、
米
国
内

で
の
修
正
申
請
に
ど
の
範
囲
で

適
用
さ
れ
る
の
か
、
Ｈ
ー
１
Ｂ

１
（
チ
リ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向

け
）
や
Ｅ
ー
３
（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
向
け
）
な
ど
の
類
似
ビ
ザ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
適
用
さ
れ
る

の
か
、
さ
ら
に
は
Ｈ
ー
４
扶
養

家
族
に
関
連
す
る
影
響
や
手
数

料
の
支
払
い
・
記
録
方
法
、
領

事
館
や
入
国
審
査
で
の
証
明
手

続
き
な
ど
、
多
く
の
点
が
依
然

と
し
て
不
明
確
な
ま
ま
と
な
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
こ
の
手

数
料
の
合
法
性
を
巡
る
訴
訟
が

提
起
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
執
行

や
適
用
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

生
じ
る
か
も
現
時
点
（
９
月
21

日
）
で
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

　

既
存
の
申
請
者
に
は
影
響
が

及
ば
な
い
こ
と
は
安
心
材
料
で

す
が
、
米
国
外
か
ら
新
た
に
人

材
を
採
用
す
る
企
業
に
と
っ
て

は
、
10
万
ド
ル
と
い
う
大
き
な

追
加
コ
ス
ト
を
見
込
ん
だ
申
請

戦
略
の
再
検
討
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
、
国
土
安
全
保
障

省
や
国
務
省
に
よ
る
高
賃
金
労

働
者
の
優
先
順
位
や
賃
金
水
準

に
関
す
る
追
加
規
則
の
動
向
が

注
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
雇
用

主
や
申
請
者
は
新
し
い
規
則
を

十
分
に
把
握
し
、
今
後
の
Ｈ
ー

１
Ｂ
申
請
に
お
け
る
戦
略
を
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
弊
社
で
も
雇
用
主
と

申
請
者
が
新
し
い
規
則
を
遵
守

し
、
今
後
の
申
請
戦
略
の
サ
ポ

ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

米国移民局、Ｈー１Ｂ申請の
新手数料適用範囲を明確化　
新規申請は 10万ドル負担へ

http://myriverside.net/home
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
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史
佳
君  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

                  

君
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

惜 別
　

日
本
か
ら
帰
っ
て
自
宅
の
玄
関
の
ド
ア
を
開

け
た
ら
、
史
佳
君
の
母
親
の
高
橋
竹
育
師
匠
か

ら
私
の
携
帯
に
電
話
が
有
り
、
9
月
26
日
史
佳

君
が
亡
く
な
っ
た
事
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
程
前
、
筋
肉
の
難
病
に
か
か
っ
た
と
我

が
家
に
報
告
に
来
た
時
、
私
も
長
い
間
重
症
筋

無
力
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
、
病
気
は
気
持

ち
の
持
ち
方
次
第
だ
と
元
気
付
け
ま
し
た
が
、

し
か
し
力
尽
き
た
様
で
す
。

　

芸
術
家
な
ら
誰
で
も
憧
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
こ
れ
ま
で
二
回

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
史
佳
君
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

史
佳
君
に
は
も
う
1
度
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
舞

台
に
立
っ
て
欲
し
か
っ
た
で
す
。

　

昨
年
10
月
開
催
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県

人
会
創
立
35
周
年
記
念
式
典
で
は
、
元
気
な
姿

で
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

史
佳
君　

安
ら
か
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
名
誉
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坪
賢
次

山野内勘二 NY元総領事・大使と、我が家で演奏する史佳君

２
０
１
９
年
10
月
12
日
付
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
よ
り

２
０
２
１
年
10
月
23
日
付
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
よ
り
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
が
主
催
す
る
第
19

回
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ

Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

企
画
す
る
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
大
学

大
人
の
教
養
講
座
シ
リ
ー
ズ
」

第
10
弾
が
10
月
４
日
、
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
講

師
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド

（
本
社
大
阪
市
、
河
本
扶
美
子

社
長
）
が
運
営
す
る
マ
イ
ベ
ス

ト
プ
ロ
登
録
メ
ン
バ
ー
の
人
気

講
師
陣
で
、
各
１
時
間
半
に
わ

た
り
、
在
米
生
活
に
役
立
つ
セ

ミ
ナ
ー
を
じ
っ
く
り
と
解
説
し

た
。

　

第
1
時
限
は
、
一
般
社
団
法

人
日
本
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー

ト
協
会
代
表
理
事
の
山
口
里
美

さ
ん
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

考
え
る
日
本
の
老
後
・
相
続
対

策
「
安
心
の
未
来
へ
の
第
一

歩
」。
相
続
対
策
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
、
必
要
な
時
は
す
で
に
遅

い
こ
と
が
多
い
。
親
が
突
然
亡

く
な
っ
た
時
に
、
銀
行
口
座
、

パ
ソ
コ
ン
の
パ
ス
ワ
ー
ド
、
有

価
証
券
の
処
理
な
ど
、
元
気
な

う
ち
に
項
目
別
に
ま
と
め
て
ノ

ー
ト
に
記
載
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
だ
。
山
口
さ
ん
が
現
在
の

仕
事
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
も
、
父
親
の
死
亡
時
に
相

続
関
係
の
問
題
で
苦
労
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
特
に

米
国
か
ら
帰
国
す
る
邦
人
の
場

合
、
日
本
に
自
宅
が
あ
れ
ば
問

題
な
い
が
、
高
齢
者
に
な
っ
て

か
ら
の
お
ひ
と
り
様
の
帰
国
の

場
合
は
、
様
々
な
こ
と
で
身
元

日
本
か
ら
Ｊ
Ａ
Ａ
で
解
説

老
後
、
整
理
術
、
万
葉
集

SAKE DAYS!

保
証
人
が
必
要
に
な
り
、
親
族

が
い
な
い
場
合
は
、
公
的
、
民

間
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
が
、
有

料
に
な
る
た
め
事
前
の
準
備
を

し
っ
か
り
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
具
体
的
に
解
説
し
た
。

　

昼
食
時
に
軽
食
と
飲
み
物
を

挟
ん
で
、
第
２
時
限
は
、
整
理

収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
時
短
家

事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
井
上

ひ
ろ
み
さ
ん
が
、
モ
ノ
と
心
の

整
理
術
「
第
二
の
人
生
を
軽
や

か
に
自
分
ら
し
く
楽
し
む
」
と

題
し
、
室
内
を
整
理
整
頓
し
て

ス
ッ
キ
リ
ま
と
め
る
た
め
の
秘

訣
を
紹
介
し
た
。「
捨
て
る
」

の
で
は
な
く
、
自
分
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
、
日
常
生
活
に
必

要
な
も
の
を
「
あ
な
た
の
と
っ

て
の
一
軍
」
に
し
て
、
自
分
の

手
の
届
く
場
所
に
配
置
し
て

い
く
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
、

「
お
得
は
大
損
の
入
り
口
」「
も

っ
た
い
な
い
の
心
で
保
存
し
て

い
る
も
の
も
実
は
い
ま
は
必
要

で
は
な
く
な
っ
た
不
要
な
モ
ノ

が
意
外
と
多
い
」
な
ど
と
指
摘

し
、
自
分
に
と
っ
て
癒
さ
れ
る

空
間
づ
く
り
が
大
切
だ
と
指
摘

し
た
。

　

第
３
時
限
は
、
作
曲
家
の
橋

詰
智
博
さ
ん
が
、「
制
作
者
が

語
る
万
葉
集
の
魅
力
と
歌
曲
解

説
」
と
題
し
、
会
場
の
参
加
者

と
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
「
大
和

歌
曲
、万
葉
集
」
を
解
説
し
た
。

橋
詰
さ
ん
は
、
ふ
く
だ
む
ら
さ

き
音
楽
事
務
所
所
属
。
当
日
は

日
本
最
古
の
「
万
葉
集
」
の
歌

に
出
て
く
る
古
事
来
歴
、
天
皇

家
の
家
系
図
を
紐
解
き
な
が
ら

万
葉
の
歌
に
込
め
ら
れ
た
人
間

ら
し
い
男
女
の
心
の
機
微
や
感

情
の
歌
に
託
し
た
交
流
を
解
説

し
て
会
場
の
参
加
者
と
古
典
文

学
と
音
楽
の
融
合
を
楽
し
ん

だ
。
本
講
演
の
詳
細
は
、後
日
、

本
紙
上
で
各
講
師
が
当
日
の
内

容
を
踏
ま
え
て
シ
リ
ー
ズ
連
載

で
解
説
す
る
。

　

10
月
１
日
の
「
日
本
酒
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
も
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
イ
ベ
ン
ト

が
各
地
で
開
か
れ
た
。
3
日
に

は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
・
バ
ー
グ
の
ザ
・
Ｗ 

ロ

フ
ト 

で
「
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ケ
・

デ
ー　

Ｎ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
」
が

行
わ
れ
約
３
０
0
人
の
来
場
者

が
あ
っ
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
今

年
で
5
年
目
を
迎
え
た
。
日
本

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
約
30
銘
柄

が
、ず
ら
り
と
な
ら
ん
だ
ほ
か
、

地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
や
、

地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
も

展
示
販
売
さ
れ
た
。
森
美
樹
夫

大
使
も
駆
け
付
け
「
こ
こ
に
い

る
皆
さ
ん
が
酒
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

で
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
＝

写
真
＝
。
主
催
者
の
古
矢
美
花

さ
ん
は
「
5
年
前
か
ら
築
い
て

き
た
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
開
催
で
き
た
。
来
年

も
継
続
し
て
行
く
」
と
意
欲
を

語
っ
た
。
来
場
者
の
一
人
マ
リ

ー
ナ
・
フ
リ
ッ
ド
さ
ん
は
「
い

ろ
い
ろ
な
酒
が
並
び
、
ど
の
酒

が
自
分
の
好
み
に
合
う
か
発
見

で
き
た
」
と
話
し
た
。
入
場
料

は
日
本
酒
グ
ラ
ス
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
が
付
い
て

一
人
65
ド
ル
だ
っ
た
。

　

4
日
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ

ッ
ク
のKato Sake W

orks

で

新
商
品
の
お
披
露
目
が
あ
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ア
ッ
プ

ス
テ
イ
ト
の
パ
イ
ン
・
ブ
ッ
シ

ュ
の
農
場
「
グ
レ
ー
ト
・
ジ
ョ

イ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ァ
ー
ム
」

で
栽
培
さ
れ
た
食
用
米
の
「
あ

き
た
小
町
」
で
醸
造
し
た
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｅ
で
銘
柄
は
「
Ｎ
Ｙ
地
酒
」。

10
月
1
日
か
ら
販
売
し
て
い

る
。
オ
ー
ナ
ー
で
杜
氏
の
加
藤

忍
さ
ん
は
「
以
前
か
ら
、
地
元

の
米
を
使
っ
て
ロ
ー
カ
ル
な
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｅ
を
造
り
た
い
と
考
え
て

い
た
」
と
話
し
た
。
価
格
は
ボ

ト
ル
42
ド
ル
。

　

そ
し
て
、
5
日
は
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
シ

テ
ィ
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク
ラ

で
も
「
サ
ケ
・
デ
ー
」
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
た
。
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ク
ラ
の
代
表
の
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
ポ
ー
レ
ン
さ
ん
は
「
サ

ケ
・
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
後

も
毎
年
開
催
し
た
い
」。
参
加

費
は
一
人
50
ド
ル
だ
っ
た
。

        （
石
黒
か
お
る
・
写
真
も
）

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

連
日
イ
ベ
ン
ト

「ワールド・SAKE・デー 2025」に参加した出店者のみなさん（３日、Photo:Ayoub Yechou）

挨拶する森大使（３日）

加
藤
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ワ
ー
ク
ス
の
新
商
品
「
Ｎ
Ｙ
地
酒
」（
４
日
） ブルックリン・クラ（５日）

左から登壇した山口氏、井上氏、河本氏（主催者）、橋詰氏

　

海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
日
本
時

間
10
月
7
日
の
午
後
2
時
か
ら

開
催
さ
れ
た
。
日
本
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
参
加

が
あ
っ
た
。今
回
の
会
議
で
は
、

２
０
２
５
年
7
月
の
参
議
院
選

挙
時
に
行
な
っ
た
海
外
在
住
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
共

有
し
た
。
海
外
で
は
次
の
よ
う

な
意
見
が
出
た
。

・
カ
ナ
ダ
で
起
き
た
在
外
登
録

の
怠
慢
に
よ
っ
て
11
人
が
選
挙

で
き
な
か
っ
た
事
、
東
京
で
起

き
た
選
挙
管
理
委
員
会
の
投
票

水
増
し
の
問
題
な
ど
、
ア
ナ
ロ

グ
な
選
挙
を
行
な
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
起
こ
る
内
部
や
管
理
者

の
不
正
も
大
き
な
問
題
。
デ
ジ

タ
ル
選
挙
に
し
て
不
正
が
し
に

く
い
方
法
を
提
案
で
き
る
可
能

性
も
あ
る
。

・
海
外
で
二
世
三
世
と
し
て
生

ま
れ
育
っ
た
子
供
た
ち
は
日
本

国
籍
は
持
っ
て
い
る
の
で
選
挙

は
で
き
る
が
、
日
本
と
の
関
連

が
薄
い
た
め
に
、
海
外
で
選
挙

を
し
た
い
と
思
う
方
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。
ア
ジ
ア
居
住

の
日
本
人
は
会
社
か
ら
の
派
遣

な
ど
で
住
ん
で
い
る
方
も
多
い

と
予
想
す
る
た
め
、
永
住
者
が

少
な
い
。
一
方
で
欧
米
は
一
世

の
永
住
者
も
多
い
の
で
、
日
本

国
籍
を
保
持
し
て
い
れ
ば
選
挙

を
し
た
い
と
切
実
に
思
う
方
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。

・
自
民
党
の
総
裁
に
選
ば
れ
た

高
市
氏
は
出
国
時
申
請
を
提
案

し
た
人
で
あ
り
、
国
内
の
ネ
ッ

ト
選
挙
に
は
反
対
だ
が
在
外
選

挙
に
理
解
が
あ
る
か
は
不
明
。

今
年
の
秋
に
立
憲
が
在
外
ネ
ッ

ト
選
挙
の
法
案
を
提
出
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
時
点

で
与
党
が
少
数
与
党
に
な
っ
て

い
る
か
、
連
立
に
な
る
こ
と
で

与
党
過
半
数
を
持
っ
て
い
る
か

で
、
法
案
の
通
り
方
が
変
わ
る

と
予
想
し
て
い
る
。
議
連
は
今

は
総
務
省
に
何
を
す
れ
ば
良
い

か
詰
め
て
い
る
最
中
で
、
現
在

良
い
意
味
で
議
論
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。

海
外
有
権
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
催

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates


2025年（令和 7年）10月 11日（土） ［総　合］　　（8 ）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
野
田
正
明
が

10
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で

「
過
去
が
未
来
に
な
る　

Past 
Becoming Future

」
と
題
す

る
個
展
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
未
発

表
作
品
の
大
作
16
点
あ
ま
り
を

出
品
し
た
。
２
日
夕
に
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
、
篠
原
有
司
男
、
篠
原

乃
り
子
、
篠
原
ア
レ
ッ
ク
ス
空

海
、
渡
辺
啓
子
、
澤
野
水
纓
、

依
田
寿
久
、
依
田
順
子
、
依
田

洋
一
郎
、
市
村
し
げ
の
、
大
野

廣
子
、
百
田
和
子
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
活
動
す
る
日
系
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
ら
が
大
勢
祝
福
に
駆
け

つ
け
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
野
田
が

現
在
に
至
る
ま
で
の
葛
藤
と
模

索
の
軌
跡
と
し
て
、
版
画
家
、

画
家
か
ら
彫
刻
家
に
至
る
ま
で

の
経
緯
を
理
解
す
る
手
が
か
り

と
な
る
展
示
だ
っ
た
。
ま
た
日

本
人
作
家
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
と

の
交
流
も
深
く
、小
泉
八
雲（
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
の
歴

史
を
介
し
た
芸
術
交
流
に
も
尽

力
し
、
当
日
は
、
イ
ラ
ス
・
カ

ト
ソ
ス
・
ギ
リ
シ
ャ
協
会
会
長

も
駆
け
つ
け
、
１
０
０
年
前
の

ギ
リ
シ
ャ
難
民
を
救
助
し
た
東

慶
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
、
２
０
１
９
年
に

東
京
新
宿
小
泉
八
雲
記
念
公
園

で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
の
時
除

幕
式
に
参
加
し
た
こ
と
な
ど
を

振
り
返
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
日
本
と
ギ
リ
シ
ャ
の
交
流

に
尽
力
し
た
野
田
氏
の
功
績
を

称
え
た
。

左
か
ら
ミ
ッ
シ
エ
ル
・
レ
ド

ウ
エ
イ
さ
ん
、ア
レ
ン
・
シ
ュ

ガ
ー
マ
ン
弁
護
士
夫
妻
、
イ

ラ
ス
・
カ
ト
ソ
ス
・
ギ
リ
シ
ャ

協
会
会
長
、
野
田
氏

野
田
さ
ん
個
展

版
画
か
ら
彫
刻
へ
の
軌
跡
JAAで開催

　

Ｎ
Ｙ
州
酒
類
管
理
局
（
Ｓ
Ｌ

Ａ
）
は
９
月
24
日
、
酒
類
販
売

許
可
に
関
す
る
規
制
内
容
を
更

新
し
、
同
許
可
を
申
請
で
き
る

成
人
向
け
娯
楽
事
業
の
幅
を
拡

大
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

同
州
が
１
９
３
３
年
に
制
定

し
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
管
理
法

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
法
）
は
こ
れ
ま
で
、

酒
類
販
売
許
可
の
発
効
を
主
に

レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
に
制
限
し

て
い
た
。
新
た
な
方
針
は
、
キ

ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
同
州
政
権

の
旧
式
の
法
律
の
見
直
し
や
、

現
代
化
と
経
済
向
上
を
支
援
す

る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

成
人
向
け
娯
楽
施
設
の
規
制
を

緩
和
す
る
こ
と
で
同
州
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
や
観
光
産
業
の
発

展
を
目
的
と
す
る
。
申
請
で
き

る
事
業
に
は
コ
メ
デ
ィ
ー
ク
ラ

ブ
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
場
ほ
か
、
近

年
話
題
の
斧
投
げ
バ
ー
や
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
カ
フ
ェ
、
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
や
ゴ
ー
カ
ー

ト
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
、
ダ
ー
ツ
施

設
、
料
理
や
陶
芸
教
室
な
ど
も

含
ま
れ
る
。
同
発
表
に
対
し
、

同
州
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
（
Ｎ
Ｙ

Ｒ
Ｓ
Ａ
）
の
メ
リ
ッ
サ
・
フ
ラ

イ
シ
ュ
ッ
ト
会
長
は
「
発
展
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
経
済
効
果

に
向
け
た
新
た
な
機
会
」、
Ｎ

Ｙ
州
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
タ
バ
ー
ン

協
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｔ
Ａ
）
は
「
提

供
で
き
る
商
品
を
増
や
す
こ
と

は
事
業
の
発
展
を
促
す
。
約

１
０
０
年
前
の
規
制
で
現
代
的

な
事
業
に
負
担
を
か
け
る
の
で

は
な
く
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産

業
の
本
質
を
進
化
さ
せ
る
」
と

称
賛
し
て
い
る
。

飲
酒
で
き
る
施
設
拡
大

１
０
０
年
前
の
規
則
更
新

　

Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
イ
紙
は
９
月

17
日
、
読
者
が
選
ん
だ
「
国
内

の
ベ
ス
ト
り
ん
ご
農
園
10
」
を

発
表
し
、
Ｎ
Ｙ
州
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
の
ビ
ー
ク
＆
ス
キ
フ

り
ん
ご
農
園
（Beak & Skiff  

Apple Orchards

：2708 
Lords Hill Road

）
が
５
位
に

選
ば
れ
た
。

　

米
国
内
に
は
２
万
７
０
０
０

か
所
以
上
の
り
ん
ご
農
園
が
あ

り
、
毎
年
１
１
０
億
ポ
ン
ド
以

上
の
り
ん
ご
を
収
穫
し
て
い

る
。ビ
ー
ク
＆
ス
キ
フ
農
園
は
、

酪
農
家
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ビ

ー
ク
氏
と
玉
ね
ぎ
農
家
の
ジ
ョ

ー
ジ
・
ス
キ
フ
氏
が
１
９
１
１

年
に
創
業
。
現
在
は
マ
ッ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
や
ハ
ニ
ー
ク
リ
ス

プ
、
ス
ナ
ッ
プ
ド
ラ
ゴ
ン
を
含

む
20
種
類
の
り
ん
ご
を
育
て
て

い
る
。
り
ん
ご
狩
り
だ
け
で
な

く
、
早
く
か
ら
農
業
と
観
光
を

組
み
合
わ
せ
た
ア
グ
リ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
取
り
組
み
、
サ
イ
ダ
ー

や
ワ
イ
ン
の
試
飲
が
で
き
る
創

業
当
時
か
ら
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
、
カ
フ
ェ
や
ツ
リ
ー

ハ
ウ
ス
、
宿
泊
施
設
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
エ
リ
ア
で
夏
季
は
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
は
Ｃ
Ｔ

州
ミ
ド
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ラ
イ

マ
ン
農
園
だ
っ
た
。
詳
細
は

https://10best.usatoday.
com/awards/best-apple-
orchard/

を
参
照
す
る
。

り
ん
ご
狩
り

農
場
の
番
付

　

源
吉
兆
庵
と
テ
ィ
ー
・
キ
タ

ム
ラ
（Tea Kitamura

）
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン

ト
「 Harmony of W

agashi 

& Tea

」
が
、
10
月
24
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら
６
時
ま
で
、
源

吉
兆
庵
Ｎ
Ｙ
五
番
街
店
（
５
番

街
６
０
４
番
地
、
48
丁
目
と
49

丁
目
の
間
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

来
店
者
へ
の
特
典
と
し
て
、

吉
兆
庵
の
和
菓
子
60
ド
ル
以
上

の
購
入
で
テ
ィ
ー
・
キ
タ
ム
ラ

の
お
茶
が
１
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
る
（
先
着
50
人
）。
ま
た
、

次
の
３
種
類
の
和
菓
子
と
お
茶

の
ペ
ア
リ
ン
グ
も
あ
る
。（
冷

た
い
お
茶
を
提
供
予
定
）
①
緑

抹
茶
と 

津
弥
栗
（
ど
ら
や
き
）、

② 

焙
じ
茶
と
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
、
③
和
紅
茶
と
抹
茶
彩
し
ら

べ
。
参
加
費
無
料
。

　

テ
ィ
ー
・
キ
タ
ム
ラ
は
、
長

崎
県
の
茶
畑
で
無
農
薬
・
有
機

栽
培
に
こ
だ
わ
り
、
50
年
以
上

に
わ
た
っ
て
茶
葉
を
生
産
し
て

い
る
北
村
製
茶
の
日
本
茶
ブ
ラ

ン
ド
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
栽
培

さ
れ
た
茶
葉
は
雑
味
が
少
な

く
、
ま
ろ
や
か
で
香
り
の
良
い

味
わ
い
が
特
徴
で
、
特
に
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
紅
茶
は
独
自
の
製
法

で
紅
茶
特
有
の
渋
み
が
少
な

く
、
ま
ろ
や
か
で
深
み
の
あ
る

香
り
が
楽
し
め
る
。

和菓子とお茶のコラボ
10月24日、源吉兆庵で

https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://qbhouseusa.com/
http://www.ojfd.com
https://jp.momotaro-nyc.com/
https://10best.usatoday.com/awards/best-apple-orchard/
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人
を
襲
撃
し
た
コ
ヨ
ー
テ
２
頭

狂
犬
病
発
覚
で
住
民
に
衝
撃

　

９
月
25
日
の
夕
方
と
26
日
の

朝
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
サ
ド
ル
リ
バ

ー
の
チ
ェ
ス
ナ
ッ
ト
リ
ッ
ジ
ロ

ー
ド
と
ウ
ェ
リ
マ
ス
ロ
ー
ド

で
、
愛
犬
と
散
歩
中
の
住
民
２

人
が
そ
れ
ぞ
れ
野
生
の
コ
ヨ
ー

テ
に
襲
わ
れ
て
負
傷
す
る
事
件

が
発
生
し
た
。
人
を
襲
っ
た
と

さ
れ
る
２
頭
の
コ
ヨ
ー
テ
は
、

１
頭
は
捕
獲
さ
れ
た
の
ち
殺
処

分
さ
れ
、
も
う
１
頭
は
既
に
死

ん
で
い
る
状
態
で
発
見
さ
れ

た
。
２
頭
の
遺
体
は
た
だ
ち
に

検
査
に
回
さ
れ
た
結
果
、
ど
ち

ら
も
狂
犬
病
を
発
症
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
サ
ド
ル
リ

バ
ー
警
察
は
こ
の
結
果
を
す
ぐ

に
住
民
に
通
達
、
地
元
住
民
の

間
に
衝
撃
が
走
っ
た
。
ま
た
同

警
察
で
は
、
ま
だ
他
に
も
狂
犬

病
に
感
染
し
て
い
る
野
生
動
物

が
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、

外
出
す
る
際
は
住
民
や
愛
犬
が

野
生
動
物
に
接
触
し
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
図
る
よ
う
に
求

め
た
。

　

狂
犬
病
は
人
間
に
も
感
染
す

る
。
発
症
す
る
と
脳
や
心
臓

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
致
死
率

１
０
０
％
の
大
変
恐
ろ
し
い
病

気
。
Ｎ
Ｊ
州
で
は
、
住
宅
地
に

現
れ
る
野
生
動
物
の
中
で
も
、

ラ
ク
ー
ン
や
ス
カ
ン
ク
、
コ
ウ

モ
リ
な
ど
は
狂
犬
病
ウ
ィ
ル
ス

に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が

高
く
、
ま
れ
に
ク
マ
や
キ
ツ

ネ
、
コ
ヨ
ー
テ
な
ど
に
も
感
染

が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
発
症
の

過
程
で
凶
暴
化
す
る
事
が
多
い

た
め
、
人
を
襲
っ
た
野
生
動
物

は
感
染
が
疑
わ
れ
、
捕
獲
後
に

必
ず
狂
犬
病
検
査
を
受
け
て
い

る
。
感
染
し
た
動
物
に
襲
わ
れ

た
場
合
、
負
傷
後
す
ぐ
に
患
部

を
消
毒
し
、
病
院
で
速
や
か
に

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
発
症

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
確
率

が
非
常
に
高
く
な
る
と
い
う
。

　

Ｎ
Ｊ
州
は
、
も
し
人
や
ペ
ッ

ト
が
野
生
動
物
に
咬
ま
れ
た
り

引
っ
掻
か
れ
た
場
合
、
患
部
を

直
ち
に
洗
っ
た
あ
と
、
一
刻
も

早
く
病
院
に
行
く
こ
と
を
勧
め

て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
が
独
立
す
る
前
の

１
７
７
６
年
、
全
米
で
８
番
目

に
創
設
さ
れ
た
歴
史
を
持
ち
、

江
戸
時
代
に
日
本
人
最
初
の
留

学
生
を
受
け
入
れ
て
日
本
と
も

縁
が
深
い
Ｎ
Ｊ
州
立
ラ
ト
ガ
ー

ス
大
学
。
そ
ん
な
同
校
の
公
認

部
活
動
の
一
つ
に
、
日
本
に
ル

ー
ツ
を
持
つ
学
生
や
日
本
文
化

が
大
好
き
な
学
生
で
構
成
さ
れ

た
「
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
日
本
学

生
協
会
（
Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ
Ａ
）」
が

あ
り
、
日
本
の
文
化
を
ア
メ
リ

カ
人
に
紹
介
す
る
べ
く
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
し
て
い

る
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
気
持
ち

良
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月

４
日
（
土
）、
同
大
学
リ
ビ
ン

グ
ス
ト
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ
Ａ
主
催

の
「
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
、

約
50
人
の
同
校
学
生
が
紅
白
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
参
加
。
全
員

で
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始
め
、
綱

引
き
、
二
人
三
脚
、
棒
取
り
合

戦
、
ポ
テ
ト
袋
競
走
、
リ
レ
ー

そ
の
他
、
日
本
の
運
動
会
を
完

全
再
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
汗
を

流
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。

晴
天
の
下　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
む

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
日
本
学
生
協
会
「
運
動
会
」
開
催

　日本では夏場に怪談やお化け屋敷が
盛り上がるが、アメリカではハロウィ
ンの時期になるとホラー関連のアトラ
クションが盛り上がる。そんな中、Ｎ
Ｊ州で絶叫体験を楽しめる「お化け屋
敷」をいくつか紹介しよう。
★ブライトンアサイラム
11 月１日まで毎木金土日曜日の夜オ
ープン
会場：パサイック、ブライトンアベニ
ュー２番地
　３つの常設お化け屋敷と３つの期間
限定お化け屋敷を誇る、同州最大最恐
のホラーアトラクション施設。お化け
屋敷以外に脱出ゲーム施設もある。そ

れぞれにテーマが違う恐怖の館で絶叫
しよう。料金は 53 ドルからプランに
より異なる。詳細や前売り券購入は：
https://brightonasylum.com
★ 13アワー・ホーンテッドハウス
10 月 23 日までは金土日曜、それ以
降は木曜も営業。11 月１日まで夜７
時から。
会場：ワートン、西デーウィーアベニ
ュー１０５番地
　数々の「ベストお化け屋敷賞」を受
賞した経験のあるホラーアトラクシ
ョン施設。３つのお化け屋敷と９つの
脱出ゲームが貴方を恐怖のどん底に
落とす。料金は 45 ドルからプランに

より異なる。詳細や前売り券購入は：
https://13thhour.com
★ラトガース大学日本学生協会主催
「お化け屋敷」
10 月 31 日午後４時から７時まで
会場：ニューブランズウィック、カレ
ッジアベニュー、スチューデントセン
ター・マルチパーパスルーム
　ＮＪ州立ラトガース大学公認の部活
動「ラトガース大学日本学生協会（Ｒ
ＵＪＳＡ）」が主催するハロウィン当
日限定の日本のお化け屋敷体験イベン
ト。貞子、ろくろっ首、一つ目小僧、
雪女、その他、日本のお化けオールス
ターズが貴方の前に。参加費無料。同
校学生以外の一般参加も大歓迎。但し、
rutgersjsa@gmail.com から要予約。

ハロウィンは最恐「お化け屋敷」で絶叫しよう！

ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
で
今
年
も
文
化
の
日
を
祝
お
う

　

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
在

住
の
日
本
人
グ
ル
ー
プ
「
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

リ
ー
グ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー

シ
テ
ィ
（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ
Ｃ
）」
は
、

今
年
も
11
月
３
日（
月
）に「
文

化
の
日
の
お
祝
い
」
を
開
催
す

る
。

　

５
年
目
と
な
る
今
年
は
２
本

立
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

お
り
、
第
一
部
は
同
市
の
市
庁

舎
（
グ
ロ
ー
ブ
・
ス
ト
リ
ー

ト
２
８
０
番
地
）
で
午
後
３

時
30
分
か
ら
、
日
本
の
伝
統

芸
能
を
ベ
ー
ス
と
し
た
若
手

精
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集
団

「Edamovement Lab

（
エ
ダ

ラ
ボ
）」
や
「
鼓
舞
」
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
地
元
公
立
小
学

校
Ｐ
Ｓ
16
の
コ
ー
ラ
ス
隊
に
よ

る
歌
唱
が
披
露
さ
れ
た
の
ち
、

日
の
丸
と
星
条
旗
が
市
庁
舎
の

テ
ラ
ス
に
掲
揚
さ
れ
る
。

　

第
二
部
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ

テ
ィ
公
立
図
書
館
フ
ァ
イ
ブ
コ

マ
ー
ス
分
館（
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
６
７
８
番
地
）
に

場
所
を
変
え
、
午
後
５
時
か
ら

キ
ッ
ズ
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
。「
鼓
舞
」
と
「
エ

ダ
ラ
ボ
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
あ
と
カ
ル
メ
ン
・
ア
ロ
ー
ヨ

が
日
本
の
歌
を
歌
い
、
折
り
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
日
本
の
本

の
譲
渡
会
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　

第
一
部
、
第
二
部
と
も
に
、

誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
る
。

詳
細
・
問
合
せ
は
、

https://jcljc.org 

ま
で
。

　

利
便
性
と
治
安
の
良
さ
が
定

評
で
多
く
の
日
本
人
も
暮
ら
す

バ
ー
ゲ
ン
郡
の
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
。
そ
ん
な
同
地
で
郵
便
物
の

盗
難
が
相
次
い
で
い
る
と
、
地

元
の
ロ
ー
カ
ル
紙
が
報
道
し
、

住
民
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い

る
。
報
道
に
よ
る
と
、
９
月
21

日
午
前
８
時
過
ぎ
、
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
警
察
の
警
官
が
レ
モ
イ
ン

ア
ベ
ニ
ュ
ー
で
蓋
が
開
け
ら
れ

中
の
郵
便
物
が
な
く
な
っ
て
い

る
郵
便
ポ
ス
ト
を
発
見
。
そ
の

後
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
や
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
な
ど
他

に
も
５
か
所
の
郵
便
ポ
ス
ト
が

同
様
の
被
害
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
盗
ま
れ
た
郵

便
物
の
数
や
被
害
総
額
は
不
明
。

　

ま
た
、
本
紙
が
独
自
に
入
手

し
た
情
報
に
よ
る
と
、
８
月
初

頭
に
も
、
公
民
館
に
近
い
16
丁

目
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
た

小
切
手
が
盗
ま
れ
、
小
切
手
の

受
取
人
名
と
金
額
が
改
ざ
ん
さ

れ
て
口
座
か
ら
大
金
が
引
き
落

と
さ
れ
た
事
件
が
発
生
し
て
い

る
。
被
害
者
は
す
ぐ
に
気
付
い

て
銀
行
で
対
応
し
お
金
は
取
り

戻
せ
た
が
、
犯
人
に
銀
行
カ
ー

ド
の
複
製
も
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
「
今
日
こ
こ
に
こ
の
被
害
を

訴
え
て
き
た
の
は
貴
方
が
2
人

目
」
と
言
わ
れ
愕
然
と
し
た
と

い
う
。
当
面
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー

の
住
民
は
直
接
郵
便
局
か
ら
発

送
す
る
か
他
の
町
の
ポ
ス
ト
に

投
函
し
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
。

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で

郵
便
物
の
盗
難
相
次
ぐ

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
tel:2122136069
https://13thhour.com
mailto:rutgersjsa@gmail.com
https://brightonasylum.com
https://jcljc.org
https://jcljc.org
https://jcljc.org


2025年（令和 7年）10月 11日（土） ［総　合］　　（10  ）
　

９
月
25
日
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

開
催
さ
れ
た
北
米
で
最
も
優
れ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
選
ぶ
大
会

で
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
韓
国
料
理
店

「
ア
ト
ミ
ッ
ク
ス
」（
東
30
丁
目

１
０
４
番
地
）
が
１
位
に
選
ば

れ
た
。
今
年
始
ま
っ
た
イ
タ
リ

ア
産
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

で
知
ら
れ
る
サ
ン
ペ
レ
グ
リ
ノ

＆
ア
ク
ア
パ
ン
ナ
社
が
主
催
す

る
同
大
会
で
は
、
著
名
な
シ
ェ

フ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
者
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
関
係
者
た

ち
が
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
カ
リ
ブ

諸
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
評
価

し
、
上
位
50
店
を
厳
選
し
た
。

　

ア
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
12
品
コ
ー

ス
（
３
９
５
ド
ル
）
に
つ
い
て

は
「
韓
国
料
理
ベ
ー
ス
で
あ
り

な
が
ら
、
世
界
レ
ベ
ル
の
フ
レ

ー
バ
ー
と
絶
妙
な
テ
キ
ス
チ
ャ

ー
が
特
徴
づ
け
て
い
る
。
料
理

と
飲
み
物
、
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今
後
世
界

に
新
た
な
韓
国
料
理
の
物
語
を

築
い
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
評
価

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
で
は
、
フ
レ

ン
チ
の
名
店
ル
・
ベ
ル
ナ
ル

ダ
ン
、B-Boy

（
ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
）
料
理
人
と
知
ら
れ
る
河

野
睦
の
焼
き
鳥
店
「KONO

」
（
バ
ワ
リ
ー
46
番
地
）
を
含
む

13
店
が
選
ば
れ
た
。
ラ
ン
キ
ン

グ
の
詳
細
はhttps://www.

theworlds50best.com/

northamerica/en/list/1-50

を
参
照
す
る
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
に
あ
る
「
す

ず
き
食
堂
」（38-01 31st St, 

Long Island City

）
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ア
ッ
パ
ー
イ
ー

ス
ト
で
「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
70
」

と
し
て
営
業
し
て
い
た
頃
と
合

わ
せ
て
46
周
年
を
迎
え
た
感
謝

を
込
め
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー

ス
デ
ィ
ナ
ー
を
提
供
中
。

　

ビ
ー
ル
、
日
本
酒
（「
本
日

の
お
酒
」
の
中
か
ら
選
択
）、

ワ
イ
ン
の
中
か
ら
ど
れ
か
１
杯

の
飲
み
物
。味
噌
汁
か
サ
ラ
ダ
。

ア
ペ
タ
イ
ザ
ー
１
品
（
メ
ニ
ュ

ー
か
ら
選
択
）。
メ
イ
ン
１
品

（
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
、
一
部

の
お
寿
司
も
可
能
）
の
コ
ー
ス

で
、
謝
恩
特
別
価
格
は
46
ド
ル

（
＋
税
・
チ
ッ
プ
）。
お
酒
類
を

飲
ま
な
い
人
に
は
代
わ
り
に
デ

ザ
ー
ト
１
品
が
付
く
。

　

謝
恩
デ
ィ
ナ
ー
の
提
供
は
10

月
３
週
目
ま
で
。
店
主
の
鈴
木

さ
ん
は
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
時
代

か
ら
長
い
間
贔
屓
に
し
て
い
た

だ
い
た
感
謝
を
込
め
て
、
美
味

し
い
料
理
と
お
酒
を
ご
提
供
し

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
い
ら

し
て
下
さ
い
」と
話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話

７
１
８
・
４
７
２
・
３
８
８
９

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://www.
suzukishokudo.com

参
照
。

LIC の「すずき食堂」

46周年謝恩ディナー

ビ
ー
ル
か
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
1
杯
選
択

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

子
供
た
ち
が
大
好
き
な
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
を
豚
肉
と
共
に

煮
る
こ
と
で
、
風
味
豊
か
な
ま

材料
厚切り豚肉 ...................約７５０g
豚肉は１㎝ほどの厚さのもの）
大蒜 ......................................４片
水 ...................................５カップ
塩 ..........................................少々
胡椒 ......................................少々
砂糖 ......................................大２
ピーナッツバター .................大５

（約１００g）

ポ
ー
ク
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
煮

ろ
や
か
な
ソ
ー
ス
仕
上
げ
と
な

り
ま
す
。

作
り
方

１
．
鍋
に
豚
肉
、
皮
を
む
い
た

に
ん
に
く
、
水
を
入
れ
て
豚
肉

が
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮

る
。

２
．
①
に
塩
、
胡
椒
、
砂
糖
、

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
を
加
え
て

と
ろ
み
が
つ
く
ま
で
鍋
の
ふ
た

な
し
で
ゆ
っ
く
り
煮
詰
め
ま

す
。

北
米
レ
ス
ト
ラ
ン
最
優
秀
賞
に
Ｎ
Ｙ
市
内
の
韓
国
系
料
理
店
が
受
賞

東
30
丁
目
の
「
ア
ト
ミ
ッ
ク
ス
」、
焼
鳥
店
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
も
入
選

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://e-kaigo.net/
https://giip-global.com/ja/
http://kkobo.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://hinomaru-limo.com/
https://www.theworlds50best.com/northamerica/en/list/1-50
https://www.theworlds50best.com/northamerica/en/list/1-50
https://www.suzukishokudo.com


（11）　　 ［NY生活ウーマン］ 2025年（令和 7年）10月 11日（土）

Ｎ
Ｙ
大
学
法
科
大
学
院
正
門
前
で

NYストスナ オシャレは街角から生まれる 163

OCTOBER

  ◇氏名：イーブ・モラン（26 歳）
◇職業：NYUの大学院生
◇居住地：ブルックリン区
◇着用の服：靴はセザンヌ（フ
ランス製）、ブラウスはノンブ
ランド、バッグはフランスで購
入、サングラスはレイバン
◇よく利用する店：特になし

◇好きなブランド：メイソン・
スキャパレリ
◇着こなしで気をつけているこ
と：着心地の良さが一番だけど、
色や生地で冒険するのも良いけ
どクラシックなスタイルが好き
◇撮影場所：NYU ロースクー
ルの入り口で

　 ワシントン広場に面したニューヨーク大学スクール・オブ・ローの門をく
ぐった。今年に入ってから大学紛争が絶えないが、トランプ政権は、ハーバー
ド大学がキャンパス内で反ユダヤ主義を助長したと指摘して留学受け入れ資格
の停止を求めたのを始め、NYUロー・スクールでは５月に 60人余りの学生が
ガザ戦争への投資と物質的支援に抗議して卒業式を妨害した。秋の新学期を迎
え、コロンビア大学では入門時に厳しく身分証明書の提示を求めているが、こ
こでは緊張感は解け、今はだれでも自由に出入りできる。NYUロー・スクー
ルは１８５３年設立の全米で２番目に古い名門ロースクール、今日でも全米で
指折りのランキングだ。学生たちは着飾ることなく、しかし大望を持って将来
にまい進しているようだ。 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
で
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
兼

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ

を
経
営
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

末
次
庸
子
さ
ん
は
、
１
９
９
８

年
に
、
芸
術
家
を
目
指
し
て
来

米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ
ガ

ー
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

カ
レ
ッ
ジ
（
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
）
に
編

入
し
た
。
当
時
、
学
費
が
格
安

だ
っ
た
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
は
移
民
の
集

積
地
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

学
生
の
大
半
が
英
語
を
話
せ
な

か
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
育

児
を
終
え
て
か
ら
復
学
す
る
道

を
選
ん
だ
親
子
ほ
ど
も
年
齢
の

離
れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
が

ク
ラ
ス
の
半
数
以
上
を
占
め
て

い
た
。
学
生
の
Ｆ
１
ビ
ザ
で
の

就
労
に
は
制
限
が
あ
っ
た
が
、

同
級
生
の
誰
も
が
放
課
後
に
な

る
と
食
べ
て
い
く
た
め
に
仕
事

に
向
か
い
、
そ
の
た
め
に
友
達

が
で
き
ず
、
英
語
を
話
す
相
手

も
見
つ
か
ら
ず
に
途
方
に
暮
れ

る
毎
日
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
振
り
返
れ
ば
「
こ

の
学
生
時
代
の
３
年
間
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
か
ら
受
け
た
洗
礼

は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
貴
重

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
な
ど
に
展
示
設

営
を
行
う
ア
ー
ト
テ
ク
ニ
シ
ャ

ン
と
し
て
働
く
。そ
の
傍
ら
で
、

製
紙
用
機
械
の
工
場
で
溶
接
工

の
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
彫
刻
作

な
人
生
の
経
験
に
な
り
ま
し

た
」
と
明
る
い
店
内
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
笑
顔
で
語

る
。

　

大
学
で
は
主
に
白
黒
写
真
を

学
ん
だ
。
卒
業
後
に
進
学
し
た

ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
で
は
、
鉄
の

彫
刻
に
出
会
い
、
思
い
が
け
ず

に
彫
刻
家
と
し
て
の
道
を
歩
み

始
め
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
移
民
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
作
品

制
作
と
発
表
を
続
け
な
が
ら
サ

ウ
ス
・
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
避
難
民

高
校
生
の
た
め
の
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
教
師
と
し
て
加
わ

り
、
収
集
し
た
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ガ
ー
デ
ン
の
作
品
を
指
揮
し
て

Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
で
写
実
的
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
幅

広
い
経
験
を
積
ん
だ
。
そ
の
努

力
が
報
わ
れ
２
０
１
０
年
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
研
修
の
奨
学
金
を
受

け
て
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在

し
、
こ
れ
を
機
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
活
動
拠
点
と
す
る
こ
と
を

決
意
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
な
が

ら
、
美
術
館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

品
の
制
作
を
続
け
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
７
年
１
０

月
、
ア
ー
ト
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
と

し
て
関
わ
っ
た
美
術
館
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
商
業
主
義
的
な
あ
り

方
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
疑

問
を
持
ち
、
誰
も
が
気
軽
に
芸

術
と
触
れ
合
う
場
を
目
指
し
て

HACO

（Human Art Core 
Odysesey 

）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

日
本
在
住
の
兄
と
と
も
に
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
に
設
立
、
２
０
２
４

年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
美
し

い
も
の
に
触
れ
る
た
め
の
心
の

豊
か
さ
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
芸

術
家
や
音
楽
家
に
よ
る
展
示
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
る
。
今
年
春
に
は
日

本
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
坂
口
恭
平
＆
家
族
展
を
企

画
開
催
し
て
好
評
を
得
た
。

　

現
在
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食

品
や
無
農
薬
の
有
機
栽
培
茶
、

自
然
発
酵
の
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
飲
料
、
味
噌
や
出
汁
の
販

売
も
行
う
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
の
機
能
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。
陶
芸
や
版
画
、
コ
ラ

ー
ジ
ュ
な
ど
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
健
康
に
関
す
る
ク
ラ

ス
も
開
催
。

　
「
健
康
な
体
と
美
し
い
も
の

に
触
れ
る
健
や
か
な
心
が
あ
れ

ば
、
幸
せ
は
無
限
に
広
が
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
こ
の
多
文
化

環
境
の
Ｎ
Ｙ
で
芸
術
と
健
康
の

融
合
を
実
現
す
る
の
が
夢
だ
。

福
島
県
出
身
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

芸
術
と
健
康
の
融
合
を
目
指
す
ギ
ャ
ラ
リ
ー

HACO ギャラリー
オーナー

末次 庸子さん

https://reformanyc.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.salon-oasis.net
https://kj-artist.jp/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
、
９

月
27
日
に
「
メ
イ
プ
ル
祭
」
を

開
催
し
、
今
年
度
の
児
童
生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
積
土
成

山
』
〜Let’s create our big 

mountain

〜
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
観
客
に
笑
顔
と
夢
を
届
け

る
発
表
を
行
っ
た
。

　

初
等
部
・
低
学
年
は
「
み
ん

な
集
ま
れ
！
タ
ー
ト
ル
バ
ッ
ク

ズ
―
☆
」
の
劇
を
行
っ
た
。
英

語
の
歌
や
ダ
ン
ス
を
交
え
な
が

ら
、
表
現
力
豊
か
で
か
わ
い
ら

し
い
姿
を
披
露
し
た
。
中
学
年

は
「
炎
と
笑
い
の
ス
テ
ー
ジ
〜

笑
顔
と
熱
気
を
お
届
け
し
ま
す

〜
」
と
題
し
、
社
会
科
校
外
学

習
で
学
習
し
た
消
防
署
の
劇

や
英
語
で
の
落
語
を
披
露
し

た
。
高
学
年
は
、「Save the 

Planet

〜
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
に

む
け
て
〜
」
と
題
し
、
地
球
温

暖
化
や
森
林
の
環
境
問
題
に
つ

い
て
の
発
表
を
し
た
。
初
等
部

は
全
学
年
英
語
ス
ピ
ー
チ
も
行

い
、「
夢
や
目
標
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
日
頃
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
の

学
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
堂
々

と
暗
唱
し
た
ス
ピ
ー
チ
を
披
露

し
た
。
初
等
部
発
表
の
最
後
は

「
翼
を
く
だ
さ
い
」
を
２
部
合

唱
で
行
い
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
会
場
に
届
け
た
。

　

中
等
部
・
７
年
生
は
、

「Aru-Aru

〜Clutural 
differences between JPN 
and U.S

」、８
年
生
は「Umeko

Tsuda

〜
梅
を
渡
っ
た
６
歳
の

少
女
の
物
語
〜
」、
９
年
生
は

「Maple Taro

」
と
い
う
題
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
ご
と
の
カ
ラ

ー
を
生
か
し
て
演
じ
た
。
３
学

年
と
も
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
で
の
英
語
劇
や
発
表
で
、
日

頃
の
学
習
の
成
果
も
大
い
に
見

ら
れ
、
初
等
部
児
童
に
と
っ
て

も
よ
い
刺
激
と
な
っ
た
。
中
等

部
合
唱
は「
変
わ
ら
な
い
も
の
」

を
披
露
し
た
。

　

校
舎
内
に
は
米
人
講
師
に
よ

る
ア
ー
ト
や
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
作
品
、

書
写
、
家
庭
科
、
英
語
科
、
国

語
科
、
社
会
科
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
成
果
が
展
示
さ
れ

た
。ア
ー
ト
作
品
は
、「Masters 

& Movements

」
と
い
う
テ

ー
マ
で
多
く
の
作
品
を
制
作
し

た
。
全
校
児
童
生
徒
だ
け
で
は

な
く
、多
く
の
観
客
を
魅
了
し
、

夢
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
た
一
日
と

な
っ
た
。

メ
イ
プ
ル
祭

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
４

年
生
は
９
月
29
日
、
私
た
ち
が

生
活
を
し
て
い
る
グ
リ
ニ
ッ
チ

の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
にBush-

Holley House

とCouncil 
Rock

を
訪
れ
た
。
事
前
学
習

と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
移

民
が
グ
リ
ニ
ッ
チ
に
移
り
住
ん

で
き
た
経
緯
や
独
立
戦
争
の
あ

ら
ま
し
に
加
え
て
、
グ
リ
ニ
ッ

チ
の
町
の
様
子
の
移
り
変
わ
り

を
学
習
し
た
。

　

Bush-Holley House

見
学

で
は
１
７
０
０
年
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
、
当
時
の
服
装
を

し
た
人
か
ら
生
活
の
様
子
を
聞

き
、
実
際
に
使
っ
て
い
た
道
具

を
触
っ
て
体
験
活
動
を
し
た
。

当
時
の
高
価
な
家
財
道
具
が
な

ぜBush-Holley House

に
は

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
道
具
は
ど

の
よ
う
に
運
ば
れ
て
き
た
の
か

を
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
積
極

的
に
質
問
を
し
な
が
ら
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

　

Greenwich Point Park

に

あ
るCouncil Rock

は
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
か
ら
オ

ー
ル
ド
グ
リ
ニ
ッ
チ
を
買
い
取

っ
た
際
の
契
約
書
を
調
印
し
た

場
所
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
記
念
と
し
て
設
置
さ

れ
た
岩
を
見
て
当
時
の
人
々
の

思
い
を
想
像
し
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
学
し
て
い
た
。

　

事
後
学
習
で
は
、
見
学
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
さ
ら
に
深
め
る

た
め
に
、
そ
の
当
時
の
人
々
が

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
生
活
を

し
て
い
た
か
想
像
を
膨
ら
ま
せ

な
が
ら
学
び
を
振
り
返
り
、
ま

と
め
の
新
聞
を
作
成
し
た
。

グリニッチの歴史
地元で調べ訪問

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
４
年
生

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

は
、こ
の
冬
も
毎
年
恒
例
の「
ス

キ
ー
教
室
」
を
開
催
す
る
。
会

場
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
キ

ャ
メ
ル
バ
ッ
ク
ス
キ
ー
場
。
参

加
児
童
に
と
っ
て
冬
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
お

り
、
昨
年
度
も
「
楽
し
か
っ

た
」「
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
っ
た
」
と
の
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学

園
在
籍
児
童
だ
け
で
な
く
、
学

外
か
ら
の
参
加
も
歓
迎
さ
れ
て

い
る
。
対
象
は
日
本
の
学
齢
で

小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
。
宿

泊
型
と
日
帰
り
型
の
2
つ
の
コ

ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
目
的
や
生

活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
選
択
で

き
る
。

　

宿
泊
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
小

学
3
年
生
〜
中
学
3
年
生
対

象
）
は
3
泊
4
日
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
ス
キ

ー
を
楽
し
め
る
。
宿
泊
は
ス
キ

ー
場
隣
接
の
ロ
ッ
ジ
。
食
事
は

長
年
キ
ャ
ン
プ
を
支
え
る
教
員

が
担
当
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
お
い
し
い
」と
評
判
だ
。ま
た
、

ス
キ
ー
以
外
に
も
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
が
充
実
し
、
仲
間

と
の
友
情
を
深
め
る
機
会
が
豊

富
。
食
事
の
準
備
や
片
付
け
も

子
ど
も
同
士
で
協
力
し
合
う
た

め
、
自
立
心
と
協
調
性
を
育
む

場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

日
帰
り
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

（
小
学
1
年
生
〜
中
学
3
年
生

対
象
）
は
、
短
期
間
で
ス
キ
ー

を
集
中
し
て
学
び
た
い
児
童
向

け
の
コ
ー
ス
。宿
泊
型
と
同
様
、

ス
キ
ー
技
量
に
応
じ
た
グ
ル
ー

プ
分
け
が
さ
れ
、
各
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
た
丁
寧
な
指
導
が
行
わ

れ
る
。

　

ス
キ
ー
用
具
は
学
園
で
レ
ン

タ
ル
可
能
。
保
護
者
が
事
前
に

道
具
を
準
備
す
る
必
要
が
な
く

安
心
だ
。
さ
ら
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
や
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
方
面

か
ら
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
ア
ク

セ
ス
面
で
も
利
便
性
が
高
い
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

ス
キ
ー
教
室
冬
に
開
催

http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
http://www.betteratmath.com
https://slide-method.com/welcome/
http://www.jwsny.org
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前
回
は
ア
メ
リ
カ
の
大

学
受
験
の
審
査
に
お
い
て

必
須
で
あ
る
課
外
活
動 

(Extracurricular Activities)

と
言
わ
れ
る
項
目
： 

Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス 

、
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
、
Ｃ

音
楽
・
芸
術
、
そ
の
他
の
活
動 

、
こ
れ
ら
を
通
し
た 

Ｄ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
触
れ
ま

し
た
。
特
に
Ａ
の
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
」
に
つ
い
て
を
詳
し
く
説
明

い
た
し
ま
し
た
。
再
度
強
調
し

ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
点
数
だ
け
で

な
く
、
そ
の
生
徒
の
社
会
へ
の

貢
献
や
人
間
性
な
ど
の
総
合
的

判
断
で
合
否
を
決
め
ま
す
。
あ

る
大
学
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
が

６
割
、
課
外
活
動
が
４
割
ほ
ど

の
バ
ラ
ン
ス
で
評
価
さ
れ
る
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
て
、

今
回
は
課
外
活
動
に
お
け
る
Ｂ

ス
ポ
ー
ツ
、
Ｃ
音
楽
・
芸
術
、

Ｄ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
要

素
も
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
と
音
楽
や
芸

術
に
関
し
て
で
す
が
、
こ
れ
は

お
子
さ
ん
が
何
年
も
前
か
ら
続

け
て
い
る
ク
ラ
ブ
活
動
や
習
い

事
、
例
え
ば
、
も
し
小
学
校
の

時
か
ら
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な
ど

に
打
ち
こ
ん
で
い
る
、
ま
た
は

ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ
ン
を
続
け

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら

が
こ
の
項
目
に
当
て
は
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術

が
融
合
さ
れ
た
バ
レ
エ
や
ダ
ン

ス
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
な

ど
で
す
と
、
両
項
目
が
カ
バ
ー

で
き
ま
す
。
一
般
的
に
ス
ポ
ー

ツ
と
芸
術
の
両
方
に
打
ち
込
む

の
は
、
現
実
な
か
な
か
困
難
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
い
っ
た

量
よ
り
も
質
が
重
視
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ

ー
ツ
や
芸
術
を
学
ぶ
に
お
い

て
、
ど
れ
だ
け
真
剣
に
コ
ミ
ッ

ト
し
て
き
た
か
と
い
う
要
素
が

焦
点
と
な
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の

こ
と
を
長
く
続
け
る
に
は
、
か

な
り
の
努
力
と
根
気
が
必
要
と

な
り
、
こ
れ
ら
の
点
が
評
価
さ

れ
る
対
象
と
な
る
わ
け
で
す
。

を
続
け
て
い
る
」「
女
子
で
柔

道
を
続
け
て
い
る
」
な
ど
は
お

そ
ら
く
稀
で
し
ょ
う
し
、
自
分

の
文
化
ル
ー
ツ
を
大
事
に
す
る

内
容
「
琴
な
ど
の
日
本
の
伝
統

楽
器
を
学
ん
で
い
る
」
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
は
そ

の
反
対
で
異
文
化
的
な
興
味
を

示
す
「
日
本
人
だ
が
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
ギ
タ
ー
を
学
ん
で
い
る
」

な
ど
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
人
間
像

が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
例
は
大
学
に
よ
っ
て
は
、
よ

く
あ
り
が
ち
な
「
お
金
持
ち
の

子
が
バ
イ
オ
リ
ン
」
を
や
る
よ

り
も
、
高
く
評
価
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
Ｄ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
す
が
、
こ
れ
は
や
は
り
社
会

性
や
積
極
性
の
ひ
と
つ
と
し
て

優
れ
た
資
質
と
見
な
さ
れ
る
も

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
先
述
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
的
な
役
割

を
受
け
持
っ
た
り
、
活
動
の
中

心
に
な
っ
た
り
す
る
の
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
学
童
な

ど
で
子
供
ら
の
宿
題
を
一
緒
に

し
た
り
、
勉
強
を
教
え
た
り
し

て
も
い
い
で
す
し
、
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
た

り
、
発
表
会
を
オ
ル
ガ
ナ
イ
ズ

し
た
り
と
い
う
経
験
が
あ
れ
ば

当
て
は
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
ク

ラ
ス
や
学
年
で
何
か
の
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
り
、
模

擬
国
連
や
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
に
学
校
代
表
で
参
加
す
る

の
も
非
常
に
素
晴
ら
し
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
要
す
る
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
こ
と

は
（
１
）
積
極
性
が
あ
り
、（
２
）

責
任
感
を
持
ち
、（
３
）
物
事

を
成
し
遂
げ
る
努
力
を
し
た
と

み
な
さ
れ
、
こ
れ
は
非
常
に
高

く
評
価
さ
れ
る
能
力
だ
と
言
え

ま
す
。　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

で
す
の
で
「
高
１
で
始
め
て
高

２
で
や
め
た
」
な
ど
で
は
あ
ま

り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
「
大
学
進
学
の
た
め
だ
け
に

少
し
だ
け
や
っ
た
」
と
い
う
印

象
し
か
与
え
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
「
持
続
と
達
成
」
を
前
提

に
、
な
ん
と
か
12
年
生
ま
で
続

け
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
地
区
大
会
等
を
勝
ち
抜
い
た

り
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
何
ら
か
の

賞
を
も
ら
っ
て
い
た
ら
大
変
良

い
経
歴
に
も
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
の
内
容
が
好
ま
れ
る

の
か
で
す
が
、
普
通
の
ス
ポ
ー

ツ
や
習
い
事
で
も
全
く
大
丈
夫

で
す
。
ま
た
他
の
子
ら
が
あ
ま

り
し
な
い
こ
と
、
典
型
的
で
な

い
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば 

「
男
子
で
バ
レ
エ

　

メ
リ
ア
ム
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

辞
典
は
９
月
25
日
、
５
０
０
０

語
以
上
を
追
加
し
全
面
的
に
改

定
し
た
新
版
を
22
年
ぶ
り
に
11

月
18
日
に
出
版
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
第
12
版
「Merriam-

W
ebster’s Collegiate 

Dictionary

」
は
伝
記
的
・
地

理
的
な
語
彙
、
ほ
と
ん
ど
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
語
彙
な
ど
を
削

除
し
、
新
語
の
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
た
と
い
う
。

　

新
た
に
加
え
ら
れ
た
こ
と

ば
に
は
、
雨
が
降
る
と
地
面

か
ら
上
が
っ
て
く
る
匂
い

「Petrichor

（
ペ
ト
リ
コ
ー

ル
）」
や
、
ネ
ッ
ト
上
で
悲
観

的
な
情
報
ば
か
り
検
索
す
る
行

為
「doomscroll

（
ド
ゥ
ー
ム

ス
ク
ロ
ー
ル
）」、
主
に
デ
リ
バ

リ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
客

席
が
な
い
飲
食
店
を
意
味
す

る
コ
ロ
ナ
禍
由
来
の
「ghost 

kitchen

（
ゴ
ー
ス
ト
キ
ッ
チ

ン
）」、
依
存
性
が
高
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
動
画
ア
プ
リ
は
な
く
、
近

年
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
基

本
的
な
機
能
の
み
搭
載
し
た

ス
マ
ホ
革
命
前
の
携
帯
端
末

「dumbphone

（
ダ
ム
フ
ォ

ン
）」、
不
適
切
な
言
動
を
行
っ

た
著
名
人
や
企
業
に
対
し
不
買

行
動
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ボ
イ
コ
ッ

ト
を
促
す
「cancel culture

（
キ
ャ
ン
セ
ル
・
カ
ル
チ
ャ

ー
）」、
流
通
過
程
を
最
小
限
に

し
農
家
か
ら
直
接
届
け
る
概
念

「farm-to-table

」、ほ
か
「cold 

brew

（
水
出
し
コ
ー
ヒ
ー
）」

「dad bod

（
お
父
さ
ん
体
形
）」

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
新
版

の
先
行
予
約
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
。 ウェブスター辞典

22年ぶり改訂版

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
福
澤
隆
治
校

長
）
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
は
９
月

27
日
、
新
入
生
歓
迎
会
を
行
っ

た
。
会
場
に
は
日
本
語
学
習
を

今
学
期
か
ら
始
め
た
新
入
生
か

ら
４
年
目
ま
で
の
学
生
が
集
ま

っ
た
。
初
め
て
の
全
ク
ラ
ス
で

の
イ
ベ
ン
ト
に
少
し
緊
張
し
た

様
子
の
１
年
生
の
姿
も
見
ら
れ

た
が
、
４
年
生
が
自
ら
作
成
し

た
「
日
本
ト
リ
ビ
ア
ク
イ
ズ
」

の
司
会
進
行
を
開
始
す
る
と
会

場
に
笑
い
声
が
広
が
り
、
自
然

と
緊
張
も
解
け
て
い
っ
た
。

　

会
場
が
温
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

１
年
生
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

「
あ
い
う
え
お
」
の
歌
を
披
露

し
、
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
成
果
を
見
せ
て
く

れ
た
。
名
刺
交
換
を
し
な
が
ら

自
己
紹
介
を
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
は
、
仲
間
と
の
や
り
取

り
を
通
じ
て
、
自
然
に
打
ち
解

け
て
い
く
学
生
の
様
子
が
見
ら

れ
た
。
２
年
生
は
「
ア
ダ
ル
ト

コ
ー
ス
の
こ
こ
が
好
き
」
を
テ

ー
マ
に
一
言
ず
つ
ス
ピ
ー
チ
を

し
た
。「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
」「
先
生
の
丁
寧
な
指
導
」

「
日
本
が
好
き
な
仲
間
と
出
会

え
る
」「
楽
し
く
学
べ
る
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
参
加
者
の
共

感
を
呼
ん
だ
。
３
年
生
は
「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
の
歌

を
披
露
し
、
皆
で
手
を
た
た
き

な
が
ら
楽
し
ん
だ
。
上
級
生
と

下
級
生
に
よ
る
座
談
会
で
は
、

経
験
豊
富
な
先
輩
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
が
送
ら
れ
た
。
最
後
は
皆

で
玉
入
れ
を
行
っ
た
。
１
年
生

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
体
験
だ

っ
た
が
、上
級
生
が
声
を
か
け
、

一
緒
に
盛
り
上
が
る
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
。

フィラデルフィア日本語補習授業校  

アダルトコース新入生歓迎会 
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https://www.kikokushijoacademy.com/
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こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
川
村
で
す
。

こ
こ
数
年
、
帰
国
生
入
試
に
お

い
て
英
語
資
格
の
活
用
が
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に

英
検
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
と
い
っ
た

資
格
は
、
出
願
資
格
の
証
明
に

と
ど
ま
ら
ず
、
得
点
換
算
や
判

定
優
遇
の
材
料
と
し
て
扱
わ
れ

る
学
校
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
頌
栄
女
子
学
院

は
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
「
英

語
利
用
入
試
」を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
方
式
で
は
、
英
検
の
取
得

級
数
を
「
み
な
し
得
点
」
と
し

て
換
算
し
、
国
語
・
算
数
と
合

わ
せ
て
合
否
を
判
定
し
ま
す
。

英
語
の
筆
記
試
験
を
受
け
る
必

要
が
な
い
た
め
、
英
検
準
1
級

や
2
級
を
持
つ
帰
国
生
に
と
っ

て
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
す
。

　

広
尾
学
園
や
渋
谷
教
育
学
園

渋
谷
で
も
、TOEFL iBT

の
ス

コ
ア
提
出
を
認
め
て
い
ま
す
。

一
定
以
上
の
ス
コ
ア
で
英
語
試

験
を
免
除
、
ま
た
は
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、

帰
国
生
に
と
っ
て
強
力
な
武
器

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
こ
こ
で

注
意
し
た
い
の
が
、
認
め
ら

れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
は
「
公
式

会
場
で
実
施
さ
れ
るTOEFL 

iBT

（
公
開
試
験
）」
に
限
ら
れ

る
と
い
う
点
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
広
が
っ
た
自
宅
受
験
版
の

TOEFL iBT Home Edition

や
、
短
縮
版
のTOEFL 

Essentials

は
、
ほ
と
ん
ど
の

中
学
入
試
で
は
提
出
不
可
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
便
利
だ
か

ら
と
受
験
し
て
も
、
実
際
の
出

願
で
は
使
え
な
い
こ
と
が
あ
る

の
で
、
必
ず
学
校
の
募
集
要
項

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
栄
東
中
学
校
の
よ

帰
国
生
中
学
受
験
「
英
検
・

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
を
活
用
し
た

帰
国
生
入
試
の
広
が
り
」

16

う
に
「
資
格
を
持
っ
て
い
て
も

必
ず
英
語
試
験
を
課
す
学
校
」

も
存
在
し
ま
す
。
つ
ま
り
「
資

格
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
有
利
」

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
学
校

ご
と
に
制
度
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
利
用
の
利
点
と

同
時
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
学

習
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
英
検
準
1

級
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
高
得
点
を
取

得
す
る
と
安
心
し
が
ち
で
す

が
、
資
格
で
英
語
が
優
遇
さ
れ

る
分
、
国
語
や
算
数
で
高
得
点

を
取
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

資
格
を
武
器
に
し
な
が
ら
も
、

基
礎
科
目
を
お
ろ
そ
か
に
し
な

い
学
習
計
画
が
不
可
欠
で
す
。

　

さ
ら
に
、
有
効
期
限
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

や
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
は
有
効
期
限
が

2
年
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
願
時
に
期
限
切
れ
に
な
ら
な

い
よ
う
、
逆
算
し
て
早
め
に
準

備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

公
開
試
験
は
定
期
的
に
実
施
さ

れ
て
お
り
、
現
地
で
受
験
で
き

る
点
は
大
き
な
利
点
で
す
。

　

帰
国
生
入
試
は
11
月
・
12
月

か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

年
内
に
合
格
を
得
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
理
想
で
す
が
、
万
一
に

備
え
、
資
格
を
活
用
で
き
る
学

校
を
複
数
組
み
合
わ
せ
て
併
願

戦
略
を
立
て
て
お
く
と
安
心
で

す
。

　

英
検
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
は
、
帰

国
生
入
試
に
お
け
る
強
力
な
武

器
で
す
。
た
だ
し
「
万
能
の
切

り
札
」
で
は
な
く
、
学
校
ご
と

の
制
度
を
正
し
く
理
解
し
、
戦

略
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
初
め

て
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ご
家

庭
で
も
早
め
に
情
報
を
整
理

し
、
計
画
的
な
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

作
曲
家
・
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
大
村
朋
子
が
11
月
9
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら
、
ナ
ン
シ
ー
・

マ
ノ
チ
ェ
リ
ア
ン
ズ
・
ザ
・
セ

ル
・
シ
ア
タ
ー
（
西
23
丁
目

３
３
８
番
地
）
に
て
、
現
代
ジ

ャ
ズ
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

投
影
、
ラ
イ
ブ
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
融
合
さ
せ
た
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
体
験
「Run, Run, Run

」

の
ア
ル
バ
ム
リ
リ
ー
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
す
る
。

　

大
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
短
編
小

説
と
そ
れ
に
伴
う
オ
リ
ジ
ナ
ル

楽
曲
で
あ
る
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『Run, Run, Run

』
を
、
彼
女

の
長
年
の
メ
ン
バ
ー
、
ル
ー
ツ

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
が
演
奏
す
る
。

小
説
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
出
身

の
少
女
が
突
然
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
原
爆
投
下
か
ら
生
き
抜
こ
う

と
す
る
様
子
を
描
い
た
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
。
若
い
世
代
に
原
爆
の

悲
劇
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と

い
う
願
い
を
も
と
に
、
広
島•

長
崎
の
被
爆
者
の
証
言
や
イ
ラ

ス
ト
を
参
考
に
し
作
成
。
今
年

広
島•

長
崎
80
周
年
を
迎
え
た

今
こ
そ
、
10
代
の
若
者
に
見
て

聴
い
て
感
じ
て
欲
し
い
作
品
だ

と
い
う
。

　

出
演
の
大
村
朋
子
ル
ー
ツ
ク

イ
ン
テ
ッ
ト
は
、大
村
朋
子（
バ

イ
オ
リ
ン
）
ジ
ェ
フ
・
マ
イ
ル

ス
（
ギ
タ
ー
）、
グ
レ
ン
・
ザ

レ
ス
キ
（
ピ
ア
ノ
）、
パ
ブ
ロ
・

メ
ナ
レ
ス
（
ベ
ー
ス
）、
ジ
ェ

イ
・
ソ
ー
ヤ
ー
（
ド
ラ
ム
ス
）。

ア
ル
バ
ム
は
11
月
14
日
に
ア
ウ

ト
サ
イ
ド
・
イ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
よ
り
リ
リ
ー
ス
予
定
。

　

入
場
料
は
一
般
20
ド
ル
、
18

歳
未
満
は
無
料
（
14
歳
以
下

は
要
保
護
者
同
伴
）。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ https://

www.eventbrite.com/e/
tomoko-omura-run-run-
run-album-release-concert-
tickets-171248577404

を

参
照
す
る
。

作曲家・バイオリニスト

大村朋子が開催

原
爆
投
下
か
ら
80
年

コ
ン
サ
ー
ト
11
月
９
日

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
は
10
月
19
日

と
26
日
の
日
曜
、
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
ま
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
思

い
思
い
の
仮
装
を
し
て
参
加

し
、
お
菓
子
を
も
ら
う
。
イ
ベ

ン
ト
後
、
希
望
者
に
は
同
学
園

の
見
学
も
可
能
。
定
員
は
10
家

族
程
度
ま
で
。
１
歳
〜
２
歳
半

の
未
就
学
児
対
象
の
「
お
ひ

さ
ま
く
ら
ぶ
」
は
19
日
、
２

歳
半
〜
６
歳
の
児
童
対
象
の

「
日
よ
う
び
は
日
本
語
で
あ
そ

ぼ
う
」
は
26
日
に
開
催
。
会

場
は
同
学
園
Ｎ
Ｊ
校
（
8 W

 
Bayview Ave., Englewood 
Cliff s, NJ

）。
参
加
費
は
、
子

ど
も
ひ
と
り
25
ド
ル
（
兄
弟

姉
妹
も
参
加
可
能
。
一
緒
に

製
作
を
す
る
場
合
は
ひ
と
り

当
た
り
10
ド
ル
追
加
）。
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://japaneseschool.
org/new

s/sunnj_
oyakoevents-202510/

を

参
照
す
る
。

ハロウィンの
イベント開催
19日に NY 育英学園

https://www.eventbrite.com/e/tomoko-omura-run-run-run-album-release-concert-tickets-171248577404
https://japaneseschool.org/news/sunnj_oyakoevents-202510/
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今
年
、
私
は
、
母
と
兄
と

日
本
に
住
ん
で
い
る
友
達
と

広
島
へ
四
泊
五
日
の
旅
行
へ

行
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
現
地
校
で
広
島

と
原
子
爆
弾
に
つ
い
て
調
べ

て
い
た
の
で
、
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

最
初
の
三
日
間
は
、
厳
島
神

社
や
、
白
蛇
神
社
な
ど
を
見

ま
し
た
が
、
四
日
目
は
、
原

爆
関
係
の
場
所
を
観
光
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
平
和
記
念
公
園

に
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の

「
原
爆
の
子
の
像
」
を
見
ま
し

た
。
特
に
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

四
つ
分
く
ら
い
の
折
鶴
の
量

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
平
和
の
灯
火
も
見
ま
し
た
。

千
九
百
九
十
五
年
か
ら
灯
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

次
に
、
折
鶴
タ
ワ
ー
へ
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
専

用
の
折
り
紙
を
買
い
、
平
和

を
願
っ
て
、
鶴
を
折
っ
て
、

巨
大
な
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
投

げ
入
れ
ま
す
。

　

平
和
記
念
資
料
館
へ
も
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
最
初

に
見
た
動
画
が
悲
し
す
ぎ
て

思
わ
ず
号
泣
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
他
に
も
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
亡
く

な
っ
た
人
の
遺
品
や
ひ
ど
い

火
傷
の
写
真
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
が
、
怖
く
て
、
目
を
つ

ぶ
り
、
遺
品
や
写
真
を
見
ず

に
、
早
歩
き
で
出
て
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
展
示
ス
ペ
ー
ス

か
ら
出
て
く
る
の
を
待
つ
間

に
、
出
口
に
置
い
て
あ
っ
た

コ
メ
ン
ト
ノ
ー
ト
を
読
ん
で

み
ま
し
た
。
そ
の
ノ
ー
ト
に

は
、
た
く
さ
ん
の
国
々
の
人

達
が
み
ん
な
平
和
を
願
う
よ

う
な
こ
と
を
書
い
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
日
本
人
よ
り
も

外
国
人
の
コ
メ
ン
ト
が
多
く
、

世
界
中
の
人
が
広
島
に
来
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
読
ん
で
い
く

に
つ
れ
、
世
界
中
の
み
ん
な

の
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
と

い
う
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
て
、
心
が
温
か
く
な
っ
て

い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
、
広
島
の

原
爆
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
気

に
な
り
、
も
っ
と
知
り
た
く

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

私
た
ち
7
・
8
年
生
は
、

3
泊
4
日
の
修
学
旅
行
で
ア

メ
リ
カ
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
ア
メ
リ
カ
の
独
立
の
歴
史

に
つ
い
て
学
ぶ
と
同
時
に
、

7
・
8
年
生
同
士
の
絆
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

修
学
旅
行
で
最
も
印
象
に

残
っ
た
の
は
，
ワ
シ
ン
ト
ン
・

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。
ワ
シ

ン
ト
ン
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

下
部
と
そ
の
上
の
石
材
の
色

が
異
な
っ
て
お
り
、
事
前
学

習
で
知
っ
て
い
た
こ
と
を
実

際
に
目
で
確
か
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
最
上
階
か
ら
眺

め
た
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
の
景

色
は
格
別
で
、
一
生
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
か
ら
は
, 

リ
ン
カ
ー

ン
記
念
堂
や
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
議
会
議
事
堂
な
ど
、
す
で

に
見
学
し
た
建
物
が
一
望
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
背

景
を
理
解
し
た
上
で
眺
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
が
さ
ら
に

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
青
空

の
下
に
映
え
る
建
物
の
姿
は

ど
れ
も
華
や
か
で
美
し
く
、

心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

　

班
別
行
動
も
忘
れ
ら
れ
な

い
経
験
で
す
。
多
く
の
見
学

先
で
は
7
・
8
年
生
の
混
合

班
で
行
動
し
ま
し
た
。
普
段

あ
ま
り
話
す
機
会
の
な
い
8

年
生
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と

で
、
よ
り
親
し
く
な
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
を
ま
と
め
る
先

輩
の
姿
を
見
て
、
来
年
は
自

分
も
後
輩
を
優
し
く
支
え
る

存
在
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

こ
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
、

事
前
学
習
で
調
べ
た
こ
と
を

い
か
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の

歴
史
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

歴
史
へ
の
興
味
が
深
ま
り
ま

し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
ス
ク

ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
劇

に
い
か
し
、
来
年
は
後
輩
た

ち
に
伝
え
な
が
ら
再
び
ワ
シ

ン
ト
ン
D
C
を
訪
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
12
年
）

　

わ
た
し
が
今
ほ
し
い
も
の

は
、
ド
ラ
え
も
ん
の
ポ
ケ
ッ

ト
で
す
。

　

ポ
ケ
ッ
ト
は
、
こ
ま
っ
た

と
き
に
ど
う
ぐ
を
出
し
て
た

す
け
て
く
れ
た
り
、
か
ん
き

ょ
う
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

の
ど
う
ぐ
も
出
し
て
く
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
木
が
ぜ
ん

ぶ
切
ら
れ
た
り
す
る
と
ど
う

ぐ
を
を
つ
か
い
、
す
ぐ
大
き

く
な
る
た
ね
を
出
し
た
り
し

ま
す
。

　

あ
そ
び
た
い
と
き
や
、
た

い
く
つ
な
と
き
に
は
、
お
も

ち
ゃ
を
出
し
て
た
の
し
い
か

ん
き
ょ
う
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
え
も
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト

が
ほ
し
い
理
ゆ
う
は
ほ
か
に

も
あ
り
ま
す
。
家
に
い
て
も
、

楽
し
い
場
し
ょ
に
い
る
よ
う

な
気
分
に
な
れ
る
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
、
お
家
で
た
い
く

つ
だ
っ
た
ら
、
楽
し
い
ド
ア

を
出
し
て
、
ド
ア
を
あ
け
た

ら
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
む
り

ょ
う
で
あ
そ
べ
た
り
、
じ
ぶ

ん
の
ゆ
め
の
せ
か
い
に
行
く

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

ド
ラ
え
も
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト

は
、
人
を
し
あ
わ
せ
に
し
ま

す
。
人
が
み
ん
な
し
あ
わ
せ

だ
っ
た
ら
、
た
と
え
も
ん
だ

い
に
出
あ
っ
て
も
、
自
分
で

か
い
け
つ
し
よ
う
と
し
た
り
、

や
り
と
げ
る
ち
か
ら
が
つ
い

た
り
、
ほ
か
の
人
を
た
す
け

た
く
な
っ
て
、
地
き
ゅ
う
は

へ
い
わ
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
よ
り
よ
い
せ

か
い
に
し
た
い
。」
と
い
う
思

い
を
、
ぜ
ひ
声
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ド
ラ
え
も
ん
の
ポ

ケ
ッ
ト
で
こ
の
せ
か
い
を
い

っ
し
ょ
に
じ
つ
げ
ん
さ
せ
ま

せ
ん
か
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
修
学
旅
行
で
深
め
た
絆
と
学
び
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
目
　
美
亜

　

わ
た
し
は
、
き
の
く
に
や

書
店
に
行
き
、
日
本
か
ら
お

く
ら
れ
て
来
る
本
を
し
っ
か

り
か
ん
り
し
て
、
お
金
を
か

せ
い
で
い
る
こ
と
を
し
り
ま

し
た
。

　

た
と
え
ば
、
お
も
い
本
は
、

お
く
る
の
に
た
く
さ
ん
お
金

が
か
か
る
こ
と
や
、
日
本
よ

り
も
高
い
ね
だ
ん
に
し
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
を
、
お
店

の
人
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
く
ら
れ
て
き
た

本
が
多
す
ぎ
た
り
、
足
り
な

か
っ
た
時
の
こ
と
や
、
う
れ

な
か
っ
た
本
の
こ
と
も
く
わ

し
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

本
を
か
ん
り
す
る
の
も
た

い
へ
ん
そ
う
だ
け
ど
、
楽
し

そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ

た
ら
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　

  （
滞
米
１
年
１
か
月
）

「
平
和
な
世
界
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
野
　
萌
彩

「
い
ろ
み
ず

　
　

じ
っ
け
ん
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ら
ぐ
ち
　
こ
う
き

「校外学習」
　　ケネディ・インターナショナルスクール
　　　　　　　　　　　　土曜日本人学校小２
　　　　　　　　　　　　　かとう　まゆ

な
っ
た
の
で
、
改
め
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
悲
し
い
現

実
を
知
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

広
島
で
は
、
そ
の
こ
ろ
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
大
人
が
戦

争
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

の
で
、
子
供
達
が
働
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
で
は
、
空
襲
で
爆
弾
が

降
っ
て
き
た
場
合
、
威
力
は

少
な
く
て
も
家
を
通
し
て
火

が
広
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、

あ
る
程
度
の
空
き
地
を
作
る

こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
た
め
、
家
を
壊
す
必
要
が

あ
っ
た
の
で
す
。
ロ
ー
プ
を

家
に
か
け
る
の
は
大
人
の
仕

事
で
し
た
が
、
そ
れ
を
引
っ

張
っ
て
家
を
倒
す
の
が
男
子

校
生
で
、
倒
れ
た
が
れ
き
を

か
た
づ
け
る
の
が
女
子
校
生

の
仕
事
で
し
た
。

　

原
爆
が
広
島
に
落
ち
た
八

月
六
日
の
朝
も
子
供
達
は
、

働
い
て
い
た
の
で
、
何
百
人

も
の
子
供
達
が
、
働
い
て
い

る
最
中
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。

　

た
っ
た
七
十
九
年
前
の
こ

と
な
の
に
、
ほ
と
ん
ど
の
子

供
達
が
学
校
で
勉
強
も
で
き

ず
、
毎
日
、
働
か
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
の
が
今
の
私

の
生
活
と
は
、
真
逆
だ
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
、
勉
強
が

嫌
い
で
し
た
が
、
勉
強
が
で

き
る
こ
と
さ
え
贅
沢
だ
と
知

り
ま
し
た
。

　

私
は
戦
争
が
嫌
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
罪
の
な
い
人
々

の
命
を
奪
う
か
ら
で
す
。
広

島
に
も
、
戦
争
を
終
わ
ら
せ

た
い
と
思
う
子
供
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
し
て
、
戦
争

を
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
外
国
人
観
光
客
の
通
訳

を
す
る
子
供
達
も
い
ま
す
。

私
は
、
あ
る
通
訳
の
子
供
の

映
像
を
見
ま
し
た
。
そ
の
男

の
子
は
、
九
歳
な
の
に
た
く

さ
ん
の
人
に
戦
争
の
つ
ら
さ

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

て
、
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
カ

ッ
コ
良
く
見
え
ま
し
た
。

　

私
も
、
こ
の
子
の
よ
う
に
、

人
々
に
戦
争
に
つ
い
て
教
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
の

で
、
来
年
、
日
本
に
行
く
と

き
に
は
広
島
で
通
訳
を
や
っ

て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

戦
争
が
な
い
平
和
な
世
の
中

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
年
）「

わ
た
し
が
今
ほ
し
い
も
の
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぎ
わ
　
さ
あ
や

　

あ
さ
が
お
の
い
ろ
み
ず
じ

っ
け
ん
を
し
ま
し
た
。

　

あ
さ
が
お
の
は
な
を
あ
つ

め
て
、
ふ
く
ろ
に
い
れ
て
、

も
ん
で
み
ず
を
い
れ
て
、
い

ろ
み
ず
が
で
き
ま
し
た
。

　

す
と
、
せ
っ
け
ん
と
、
せ

ん
ざ
い
と
れ
も
ん
を
い
れ
ま

し
た
。

　

い
ろ
が
ぴ
ん
く
に
か
わ
っ

た
り
、
い
ろ
が
あ
お
い
ろ
に

か
わ
っ
た
り
、
え
め
ら
る
ど

ぐ
り
ー
ん
に
か
わ
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　

さ
い
ご
に
ぜ
ん
ぶ
を
ま
ぜ

た
ら
、
だ
ー
く
ぐ
り
ー
ん
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
あ
た
ら
し
い
じ
っ
け

ん
が
あ
る
の
で
、
ま
た
や
れ

る
の
を
た
の
し
み
に
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
１
年
）

mailto:ski@nyikuei.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
は
今
、
幾
つ
も
の
現
代
的
な
ガ
ラ
ス
張

り
の
高
層
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
が
、
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
き
良
き
時
代
の
重
厚
な
雰
囲
気

を
今
に
残
す
ビ
ル
に
住
ま
う
こ
と
の
贅
沢
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
は
言
っ
て
も
そ
う
簡
単
に
そ
の
よ
う
な
物
件
に
出
会
う

チ
ャ
ン
ス
は
、
今
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
は
そ
う
そ
う
な
い
の

が
現
状
だ
。
し
か
し
、
探
せ
ば
あ
る
も
の
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
１
９
２
７
年
建
築
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ウ

エ
ス
ト
を
代
表
す
る
プ
レ
ウ
ォ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
、
大
き

な
ス
タ
ジ
オ
型
ワ
ン
ル
ー
ム
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
。
戦
前
の
Ｎ

Ｙ
の
趣
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
数
少
な
い
ビ
ル
だ
。

　

昔
は
ホ
テ
ル
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
た
め
、

す
べ
て
が
重
厚
な
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
上
下
左
右
の
音
が

漏
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
だ
。

　

ロ
ビ
ー
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
守
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
も
24
時
間
の
ド
ア

マ
ン
が
い
て
安
全
性
は
万
全
。
最
上
階
に
無
料
で
使
え
る
ジ

ム
や
屋
上
が
あ
る
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
や
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
徒
歩
圏
内
で
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、

オ
フ
ィ
ス
街
に
も
非
常
に
近
い
の
で
、
中
長
期
の
出
張
者
な

ど
に
も
便
利
な
居
住
ス
ペ
ー
ス
だ
。
家
賃
は
１
年
間
契
約
の

場
合
、
月
額
３
５
０
０
ド
ル
。
入
居
期
間
応
相
談
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
５
２
８
・
４
７
１
０
、

Ｅ
メ
ー
ルny@jonecorp.com

　

山
辺
さ
ん

（
写
真
提
供
・J.One 

不
動
産
）

重厚な古き良き時代のビルに住む

www.nyseikatsu.com

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
郊
で
は
慢
性
的
な
住

宅
不
足
を
背
景
に
賃
貸
ア
パ
ー

ト
の
建
設
が
加
速
し
、
ハ
ド
ソ

ン
川
沿
い
の
ヨ
ン
カ
ー
ス
や
タ

リ
ー
タ
ウ
ン
で
は
再
開
発
に
よ

っ
て
新
築
物
件
が
次
々
と
供
給

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は

そ
の
動
き
が
内
陸
部
に
も
及

び
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡

の
中
心
都
市
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー

ン
ズ
が
新
た
な
注
目
エ
リ
ア
と

し
て
存
在
感
を
高
め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
同
市
で
日
系
企
業

駐
在
員
に
人
気
の
あ
る
物
件

と
い
え
ば15 Bank　

Apart-
m

ents

、Avalon W
hite 

Plains

、One City Place

、

Continuum 55

と
い
っ
た
限

ら
れ
た
選
択
肢
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
に

The Mitchell
が
完
成
し
た
こ

と
で
状
況
は
変
わ
り
、
さ
ら

に
今
年
は
駅
前
に25 North 

Lex

が
オ
ー
プ
ン
、
続
い
て

AVE Hamilton　

Green 25

も
入
居
者
募
集
を
開
始
す
る
な

ど
、
新
築
ア
パ
ー
ト
の
供
給
が

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
に
注
目

相
次
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

物
件
は
い
ず
れ
も
ジ
ム
や
プ
ー

ル
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
ル
ー
フ
ト
ッ
プ

テ
ラ
ス
な
ど
洗
練
さ
れ
た
設
備

を
備
え
、
家
賃
は
２
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
／
２
バ
ス
ル
ー
ム
で
月

額
４
０
０
０
〜
５
０
０
０
ド
ル

る
た
め
、
ア
パ
ー
ト
側
は
「
敷

金
７
５
０
ド
ル
」
な
ど
と
低
額

を
宣
伝
す
る
も
の
の
、
実
際
に

は
良
好
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヒ
ス
ト

リ
ー
を
有
す
る
入
居
者
に
の
み

適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な

い
駐
在
員
な
ど
は
こ
れ
ま
で
敷

居
希
望
者
に
と
っ
て
は
追
加
的

な
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
ア

パ
ー
ト
側
に
と
っ
て
は
リ
ス
ク

回
避
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
流
れ
は
今
後
も
拡
大
し
て

い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

日
系
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
や
ウ

ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
最
大
の
日

本
食
ス
ー
パ
ー
「
大
道
」
が
立

地
し
、
日
本
人
に
も
馴
染
み
の

深
い
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ

は
、
駅
前
の
再
開
発
と
と
も
に

都
市
的
で
モ
ダ
ン
な
街
へ
と
変

貌
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
ま
す
ま

す
注
目
す
べ
き
住
宅
市
場
と
な

っ
て
い
く
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス　

荒

井
伸
一
）

と
近
隣
の
一
軒
家
賃
貸
と
比
較

し
て
割
安
感
も
あ
る
た
め
、
利

便
性
と
快
適
性
を
求
め
る
入
居

者
層
を
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
近

年
、
入
居
審
査
方
法
の
変
化
が

あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の
規
定
に
よ
り
敷
金
は
家
賃
１

か
月
分
ま
で
と
制
限
さ
れ
て
い

週刊NY生活

金
１
か
月
分
を
支
払
う
こ
と
で

入
居
で
き
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
はThe Guarantors

の
よ
う
な
保
証
会
社
の
利
用
を

義
務
付
け
る
物
件
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
保
証
会
社
を
利
用
す

る
場
合
は
支
払
う
費
用
が
退
去

時
に
返
還
さ
れ
る
敷
金
と
は
異

な
り
一
切
戻
ら
な
い
た
め
、
入

mailto:hello@libret.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:ny@jonecorp.com
http://www.nyseikatsu.com
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EVENT
■ジャパンフェス＝ 10/12　10:00-18:00  
New Jersey @Overpeck County Park
（Amphitheater Area）今回はニュージャー
ジーの公園で開催。さまざまな日本食や
雑貨、アート、音楽などが楽しめる人気
ストリートフェア。おにぎり、弁当、ラー
メン、たこ焼き、シュークリームなどが
出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ニューヨーク・コミコン＝ 10/9～ 12　
Javits Center（429 11th Ave）NYで毎年
開催されるポップカルチャーのコンベン
ション。コミック、グラフィックノベル、
アニメ、マンガ、ビデオゲーム、コスプ
レ、映画、テレビ、関連ファンダムに特
化した東海岸最大のイベントで、近年は
20万人以上が来場する。出展企業にはバ
ンダイ・ナムコ、魂ネーションズ、ゲス
トにはジョージ・タケイ氏も登場する。
入場料：＄85から
詳 細 は https://www.newyorkcomiccon.
com/
■第 80回コロンバスデー・パレード
＝ 10/13　11:30 ～ 15:00　Fifth Avenue
（From 44th St. to 72nd St） ク リ ス ト
ファー・コロンブスのアメリカ大陸到達
を記念する恒例のパレード。イタリア系
米国人団体、カトリック系学校などのマー
チングバンドやフラッグダンス、チアな
ど 100以上のグループ、3万人以上が参
加する。
■ NYC Wine & Food Festival＝ 10/15～
19   Seaport @ Lower Manhattan　今年
で 18回目となる食の祭典。著名なシェ
フやソムリエが集結し、会場で寿司をは
じめとした世界各国の料理教室や少数人
数制ディナーなど 50以上のイベントが
行われる。収益は慈善団体へ寄付される。
入場料：イベントにより異なる
詳細は https://nycwff .org/
■オープンハウス・ニューヨーク＝
10/17～ 19　NY市内各地　歴史的建造
物や普段は閉鎖されている建物が一般開
放される 1年に 1度のイベント。今回も
市内 5区にある 300以上の施設を公開し、
舞台裏ツアーや特別イベントを開催する。
参加費無料（一部有料）。
詳細は https://ohny.org/

CLASS/SEMINAR
■河合塾帰国生大学入試説明会 2025＝
オンラインによるライブ配信で 10/12、
26、11/9、23、12/7、21日の各日曜日、
13:00～ 15:00  帰国生大学入試の概況と
今度の受験対策として、①帰国生入試の
基礎知識と海外在住中の心構え、②主な
大学の最新入試情報と受験攻略法、③河
合塾海外帰国生コースのカリキュラムの
特徴などを進学アドバイザーが説明する。
定員は各日程 100家庭。希望者は実施

日前の金曜午後 4時までに参加フォーム
（https://forms.offi  ce.com/r/6XcBRr3hB5）
から申し込む。
■日本クラブ・Reinvent NY主催、第 13
回「スタートアップ・経営者・ビジネスパー
ソンの会 ・2025秋の陣」=10/14　18:00  
日本クラブ（145 W 57th St.）NY在住の
ビジネスパーソン、起業家、フリーランス、
学生、ビジネスに関心のある人なら誰で
も参加可能。各社 2人程度まで。参加費：
一般＄40、会員＄30、学生＄20（要写真
付き学生証）。
詳 細 は ウ ェ ブ サ イ ト https://www.
nipponclub.org/event/start-up-and-
entrepreneur-meeting-vol2/?lang=ja

MUSIC
■戦後 80周年平和コンサート 「Voices 
for Peace,Sounds for Joy」 ＝ 10/19  
16:00  Good Shepherd-Faith Presbyterian 
Church（152 W 66th St.）日本クラブ混
声コーラス部とジャパン・コーラル・ハー
モニー「とも」ほかが出演。クラシック
からポップス、ミュージカル、映画音楽
まで幅広いジャンルの合唱曲や NYで活
躍するプロの音楽家によるアンサンブル
演奏が披露される。入場料：＄25　30席
限定、先着順。希望者はＥメール riccs.
offi  ce@gmail.com（岩永さん）まで。６
歳未満は入場不可。
■三味線奏者・上妻宏光の NY公演＝
11/15　19:00　Symphony Space（2537 
Broadway at 95th St.）ソロデビュー 25
周年を記念したツアー「生一丁！」のＮ
Ｙ公演。今回はゲストにチェロ奏者の玉
木光を迎え、津軽じょんから節、津軽あ
いや節、津軽よされ節等の代表的な津軽
民謡のほか、三味線とチェロによる編曲
作品を披露する。入場料：$45～ $55
詳細は https://www.symphonyspace.org/

THEATRE/DANCE 
■第 63回 NY映画祭＝ 10/13まで  リン
カーンセンターほか NY市内各地の映画
館　世界中から厳選された傑作映画を上
映する、アメリカで最も権威があり最も
長い歴史を持つ映画祭の一つ。著名監督・
新進気鋭の監督による国際的なアートハ
ウス映画、新作、スタジオ作品など 34
作品を取り上げる。入場料：＄15から

詳細は https://www.fi lmlinc.org/
■ BAM Next Wave Festival ＝ 10/8 ～
2026/1/17  BAM（30 Lafayette Ave, 
Brooklyn）1983年から続く、前衛音楽、
演劇、オペラ、ダンスの祭典。今年は大
竹英子（Eiko & Koma）とWen Huiの創
作・出演による戦争とは何かを表現した
「What Is Wear」（10/21～ 10/25）、振付
家マーサ・グラハムと批評家ウォルター・
テリーによる 1963年のインタビューの
再現（10/28～ 11/1）など、11の演目が
上演される。入場料：演目により異なる。
詳細は https://www.bam.org/next-wave

ART
■「Aya Kawato: Grids of Perception」
＝ 10/21まで　GOCA by Garde（515 W 
23rd St,）アーティスト川人綾（かわと・
あや）の初の NY個展。川人は 1988年、
奈良県生まれ。京都在住。「制御とズレ」
をテーマに、日本の伝統的な染織や現代
の神経科学を背景にもつ、抽象的なグリッ
ド状のペインティングを中心に制作。同
展では新作等、約 20点を展示する。入
場無料。月曜休廊。
詳細は https://www.goca.gallery/
■特別展「ヴァン・ゴッホの花」＝
10/26まで　NY植物園（29 00 Southern 
Boulevard）園内のガーデンをキャンバス
に色彩豊かなゴッホの作品をテーマに制
作された大規模アート、ひまわりのモニュ
メント、フラワーデコレーション等を展
示。金曜と土曜の夜はゴッホの代表作『星
降る夜』をテーマにした 10分間のドロー
ンショー「スターリー・ナイト」が行わ
れる。入場料：一般 $35～、学生・シニ
ア $31～、2～ 12歳 $15、会員・2歳以
下は無料
詳細は https://www.nybg.org/
■アンネ・フランク展＝ 2026/2/1まで　
Center for Jewish History（15 West 16th 
St,）第 2次大戦中のユダヤ人迫害の被害
者で、『アンネの日記』を書いたことで知
られる少女の短い人生を振り返る。アム
ステルダムのアンネ・フランク・ハウス
から 100点以上のコレクションが展示さ
れるほか、ナチスから逃れるために 2年
間潜伏していた隠れ家をアムステルダム
以外で初めて原寸大で再現する。入場料：
一般 $21～、17歳以下 $16～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org

305

 　
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
は
10
月
13
日
ま
で
。「
パ
ビ

リ
オ
ン
が
開
催
に
間
に
合
わ
な

い
」「
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
た
今
回

の
万
博
で
す
が
、
行
っ
て
み
た

ら
「
結
構
良
か
っ
た
」
と
い
う

声
も
多
く
、
通
期
パ
ス
を
購
入

す
る
人
も
た
く
さ
ん
出
て
き
て

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。「
涼

し
く
な
っ
た
ら
行
こ
う
」
と
思

っ
て
い
た
人
も
多
く
、
９
月
に

入
っ
て
か
ら
は
、
予
約
し
た
い

日
に
入
場
で
き
な
い
と
い
う
問

題
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
も
そ
の
ひ
と
り
。
チ

ケ
ッ
ト
は
購
入
し
て
い
た
け
れ

ど
、「
も
う
少
し
涼
し
く
な
っ

て
か
ら
行
こ
う
」
と
思
っ
て
い

た
ら
、
な
か
な
か
希
望
日
の
希

望
時
間
の
入
場
予
約
が
で
き
な

い
。
そ
れ
で
も
時
間
を
ず
ら
し

て
、
な
ん
と
か
９
月
の
最
終
週

で
予
約
で
き
た
け
れ
ど
、
会
場

だ
け
で
な
く
会
場
ま
で
の
交
通

手
段
も
会
場
か
ら
の
交
通
手
段

も
激
混
み
で
し
た
。
パ
ビ
リ
オ

ン
の
予
約
抽
選
も
外
れ
、
行
き

当
た
り
バ
ッ
タ
リ
で
並
ん
で
入

れ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
に
挑
戦
。
人

気
の
ア
メ
リ
カ
館
や
フ
ラ
ン
ス

館
は
並
ん
で
入
れ
る
み
た
い
で

し
た
が
、
５
時
間
待
ち
と
か
で

諦
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
１

時
間
待
ち
く
ら
い
で
入
れ
る
と

こ
ろ
は
並
ん
で
入
っ
て
そ
れ
な

り
に
楽
し
み
ま
し
た
。
結
構
感

動
し
た
の
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
館
。

海
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
心
を

掴
ま
れ
ま
し
た
。
夜
の
噴
水
シ

ョ
ー
に
ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー
に
も

感
動
。
文
句
言
う
よ
り
も
、
や

は
り
行
っ
て
良
か
っ
た
今
回
の

万
博
で
し
た
。

　

海
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

人
が
万
博
に
来
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
人
た
ち

は
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
も
旅
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
問
題

を
抱
え
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

で
す
。
け
れ
ど
、
お
互
い
に
気

持
ち
良
く
暮
ら
せ
る
世
界
に
し

て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で

万
博
を
後
に
し
ま
し
た
。
大
谷

由
里
子
：
１
９
６
３
年
、
奈
良

県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活
性
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」
を

取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題

に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ
ー

（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」「
は

じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読

む
本（
中
経
出
版
）」な
ど
多
数
。

「大阪・関西万博も
終盤です」

　

日
本
ク
ラ
ブ
と
米
国
日
本
人

医
師
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
共
催
の 

ヘ
ル
ス
・
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
高
機

能
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
診

断
と
治
療
」
が
23
日
（
木
）
午

後
７
時
か
ら
8
時
ま
で
開
催
さ

自
閉
症
の
診
断
と
治
療

Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
と
日
本
ク
ラ
ブ
が
23
日

つ
い
て
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
は
普
通
学
級
で
学
習

で
き
る
知
能
が
備
わ
っ
て
い
る

が
、
社
会
性
の
面
で
問
題
に
直

面
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ

に
、
親
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
ら
よ
い
の
か
を
紹
介
す

る
。
講
師
は
、
ザ
ッ
カ
ー
ヒ
ル

サ
イ
ド
病
院
思
春
期
病
棟
医
長

で
、
現
在
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

精
神
科
顧
問
医
を
務
め
る
斎
藤

恵
真
医
師
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nipponclub.org/event/
diagnosis-and-treatment-
of-high-functioning-
autistic-spectrum

-
disorder/?lang=ja

を
参
照
。

れ
る
。
言
語
と
知
能
に
大
き
な

問
題
の
な
い
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
の
診
断
と
、
そ
の
治
療
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
（
リ

バ
ー
サ
イ
ド
・
ド
ラ
イ
ブ

３
３
２
番
地
）
は
25
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

30
分
ま
で
恒
例
秋
の
バ
ザ
ー
を

開
催
す
る
。

　

当
日
は
日
本
映
画
及
び
武

道
、
僧
太
鼓
、
橘
舞
踊
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
ほ

か
、
日
本
の
食
べ
物
、
お
菓

子
、
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
、
新

し
い
物
、
古
い
物
、
日
本
の
瀬

戸
物
、
日
用
品
な
ど
が
手
頃
な

値
段
で
購
入
で
き
る
。
入
場

無
料
。
売
り
上
げ
は　

す
べ

て
本
願
寺
仏
教
会
に
寄
付
さ

れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
７
８
・
０
３
０
５
、

詳
細
は　

ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト
（http:w

w
w

.
newyorkbuddhistchurch.
org

）
を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
仏
教
会
で
バ
ザ
ー

25
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
開
場

日
本
の
瀬
戸
物
や
日
用
品
手
頃
な
価
格
で

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
https://www.bam.org/next-wave
https://www.goca.gallery/
https://www.nybg.org/
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.japanfes.com
https://nycwff
https://ohny.org/
mailto:riccs.office@gmail.com
https://www.symphonyspace.org/
https://www.newyorkcomiccon.com/
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5
https://www.nipponclub.org/event/start-up-and-entrepreneur-meeting-vol2/?lang=ja
https://www.filmlinc.org/
https://www.nipponclub.org/event/diagnosis-and-treatment-of-high-functioning-autistic-spectrum-disorder/?lang=ja
http:www.newyorkbuddhistchurch.org


　
前
回
紹
介
し
た
と
お
り
、
コ

ロ
ラ
ド
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
に
は
、

全
米
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
博
物
館
の
ほ
か
に
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
ま
す
。
今
回
こ
ち
ら

も
見
学
し
て
き
た
の
で
、
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
米
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
）
が
管
理
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
は
ほ
か
に
3
つ
あ

り
、
冬
季
種
目
が
主
な
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
レ
イ
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド

と
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
等
の
練

習
が
で
き
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
に
も
あ
り
ま

す
が
、
中
心
は
コ
ロ
ラ
ド
・
ス

プ
リ
ン
グ
ス
で
、
連
邦
政
府
か

ら
の
財
政
支
援
に
頼
ら
ず
に
ス

ポ
ン
サ
ー
な
ど
の
寄
付
や
事
業

運
営
等
の
自
主
財
源
に
よ
っ
て

運
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
実

際
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
同
セ

ン
タ
ー
の
見
学
ツ
ア
ー
も
、
一

般
16
ド
ル
か
か
り
ま
す
。
ツ
ア

ー
ガ
イ
ド
は
、
施
設
内
に
居
住

す
る
ア
ス
リ
ー
ト
が
務
め
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
私
が

訪
問
し
た
際
は
、
他
の
博
物
館

等
で
も
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
し
て

い
る
と
い
う
元
気
の
い
い
青
年

が
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
も
と
空
軍
施
設
を
活
用
し
た

敷
地
は
、
14
ヘ
ク
タ
ー
ル （
35 

エ
ー
カ
ー
）
の
広
さ
が
あ
り
、

水
泳
、
射
撃
、
体
操
、
レ
ス
リ

ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に

お
け
る
最
高
レ
ベ
ル
の
選
手
が

育
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ

90
分
の
ツ
ア
ー
で
、
そ
の
す
べ

て
を
見
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
関
連

の
施
設
以
外
は
写
真
撮
影
も
可

能
、
と
い
う
の
は
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
基
本
的
に
は
窓
越
し

で
の
見
学
で
す
が
、
一
部
実
際

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ル
ー
ム
の

中
に
入
っ
て
見
学
で
き
た
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
」

と
呼
ば
れ
る
複
合
体
育
館
は
、

6
つ
の
体
育
館
と
ジ
ム
が
あ
り

ま
す
。
メ
イ
ン
の
体
育
館
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
3
面

分
も
設
置
で
き
る
広
さ
が
あ

り
、
ボ
ク
シ
ン
グ
や
柔
道
、
テ

コ
ン
ド
ー
な
ど
の
専
用
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
が
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
に
で
き
た
「
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
」
も
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
3
面
分

の
広
さ
が
あ
り
、
過
去
に
は

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代
表
チ
ー

ム
が
通
年
で
活
動
拠
点
と
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
こ
ち
ら
は
レ

ス
リ
ン
グ
や
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
の
専
用
施
設
が
あ
り
ま

す
。

　
ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
・
セ
ン
タ

ー
（
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
）
は
、

50
メ
ー
ト
ル
×
25
メ
ー
ト
ル
の

国
際
大
会
基
準
で
、
水
中
に
は

可
動
式
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
上
下
か
ら
選
手
の
動
き

を
撮
影
で
き
ま
す
。
室
内
射
撃

施
設
は
、
50
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ

フ
ル
と
ピ
ス
ト
ル
29
射
座
な
ど

西
半
球
で
最
大
規
模
を
誇
り
ま

す
。

　
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
敷
地
内
に
は
約
２
４
０
部

屋
あ
る
宿
泊
施
設
や
、
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

等
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
選

手
た
ち
が
快
適
に
合
宿
生
活

を
送
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
敷
地
内
に
は
米
国
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
殿
堂
ロ
タ
ン
ダ
が
あ

り
、
米
国
を
代
表
す
る
競
技
選

手
の
功
績
を
讃
え
た
彫
刻
等
も

あ
る
と
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
見
学
す
る
時
間
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
か
ら

２
０
２
８
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

五
輪
が
楽
し
み
で
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

2025年（令和 7年）10月 11日（土） ［旅のページ］　　（18）
　

大
き
な
青
白
い
満
月
が
不
気

味
に
田
舎
町
を
照
ら
ず
10
月
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
近
づ
く
と
郊

外
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
幽
霊
」

や
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の
骸
骨

が
立
ち
並
び
、
家
の
芝
生
の
前

庭
に
「
墓
石
」
を
立
て
て
墓
地

と
化
す
る
家
も
多
数
見
ら
れ

る
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
ク
リ
ス

マ
ス
に
次
い
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
飾
り
付
け
が
楽
し
め
る
ア

メ
リ
カ
の
お
祭
り
だ
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
に
は
82
軒
の
「
幽
霊

屋
敷
」
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
経
済
開
発
局
の
「
Ｉ
♡
Ｎ

Ｙ
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
が
近
づ
く
と
「
幽
霊
屋
敷
」

（
と
謳
っ
て
も
し
ょ
せ
ん
ホ
テ

ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
の
こ
と
）
は
掻
き

入
れ
時
と
な
り
、
よ
ほ
ど
幽
霊

が
怖
く
な
け
れ
ば
、
気
候
の
良

い
10
月
、
郷
土
史
が
学
べ
て
美

し
い
田
舎
の
自
然
と
郷
土
料
理

が
堪
能
で
き
る
閑
静
な
宿
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
の
も
良
い
。

　

今
年
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら

車
で
２
時
間
足
ら
ず
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
グ
レ
ン
・
ス
ペ
イ
の

な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯
の
森
林

に
佇
む
壮
麗
な
バ
ー
ン
ブ
レ

ー
・
マ
ン
シ
ョ
ン
に
泊
ま
っ

た
。
１
９
０
７
年
に
シ
ン
ガ
ー

ミ
シ
ン
社
の
第
３
代
社
長
ジ
ョ

ー
ジ
・
ロ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

の
娘
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ロ
ス
・

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
・
エ
ル
キ
ン
と

彼
女
の
夫
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ

ル
キ
ン
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

こ
の
邸
宅
は
ア
メ
リ
カ
の
黄
金

時
代
を
象
徴
す
る
と
建
築
物
と

い
わ
れ
る
。
20
エ
ー
カ
ー
の
敷

地
内
に
は
小
川
、
広
場
、
遊
歩

道
が
あ
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ

ル
キ
ン
は
技
術
者
で
あ
り
、
特

許
獲
得
の
発
明
家
で
も
あ
り
、

邸
宅
の
裏
手
で
は
天
然
水
の
ボ

ト
リ
ン
グ
工
場
を
経
営
し
て
い

た
と
い
う
。
同
時
に
彼
は
優
れ

た
オ
ル
ガ
ン
奏
者
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
邸

宅
の
建
築
家
は
ウ
ォ
ル
ド
ル

フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
、
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
、
ダ
コ
タ
ホ
テ
ル
な
ど
で

知
ら
れ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｊ
・
ハ

ー
デ
ン
バ
ー
グ
だ
っ
た
と
い
わ

れ
、
邸
宅
の
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
窓

に
も
価
値
が
あ
る
。　

　

そ
の
後
の
数
十
年
間
、
邸
宅

は
エ
ル
キ
ン
家
か
ら
数
人
の
オ

ー
ナ
ー
を
経
て
、
建
物
は
下
宿

屋
と
な
っ
た
り
、
禁
酒
法
時
代

に
は
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
使

わ
れ
た
り
し
た
が
、
１
９
９
３

年
に
現
在
の
オ
ー
ナ
ー
の
マ
イ

ク
・
フ
レ
イ
ス
氏
と
パ
ッ
ト
・

フ
レ
イ
ス
夫
人
の
所
有
と
な

り
、
Ｂ
＆
Ｂ
（
ベ
ッ
ド
＆
ブ
レ

ッ
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
）
と
し
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
屋
敷
は
心

霊
現
象
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ド
ア
が
バ
タ
ン
と
閉
ま

る
音
、
子
供
の
声
、
オ
ル
ガ
ン

が
な
い
の
に
オ
ル
ガ
ン
独
特
の

音
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
長
年
に

わ
た
っ
て
幽
霊
の
目
撃
者
の
話

が
伝
え
ら
れ
た
。
最
近
で
は
、

こ
の
屋
敷
で
亡
く
な
っ
た
老
夫

婦
、
ハ
ピ
ス
夫
妻
が
窓
辺
で
チ

ェ
ス
を
し
た
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
聴
い
た
り
、
焼
き
た
て

の
パ
ン
の
香
り
を
嗅
い
だ
り
す

る
の
を
経
験
し
た
と
い
う
報
告

も
あ
る
。

　

こ
の
「
幽
霊
屋
敷
」
の
正
面

玄
関
か
ら
屋
敷
に
入
る
と
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
上
質
の
人
形
が

並
べ
ら
れ
て
い
る
。
古
い
が
ど

っ
し
り
と
し
た
立
派
な
家
具
や

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
油
絵
も
目
に
付

く
。
フ
レ
イ
ス
夫
妻
は
邸
宅
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
佇
ま
い
を
保
ち

つ
つ
丁
寧
に
修
復
し
て
き
た
と

語
る
。
現
在
、
こ
の
邸
宅
は
Ｂ

＆
Ｂ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
敷
地
内
の
か
つ
て
馬
小

屋
だ
っ
た
場
所
に
12
室
の
モ
ー

テ
ル
も
併
設
。
フ
レ
イ
ス
夫
妻

は
こ
の
幽
霊
屋
敷
と
い
う
評
判

に
乗
っ
て
、
30
年
間
に
わ
た
っ

て
「
幽
霊
」
を
歓
迎
し
、「
ゴ

ー
ス
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
」

や
「
ゴ
ー
ス
ト
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
の
ク
ル

ー
や
超
常
現
象
調
査
団
を
屋
敷

に
招
い
た
。
今
日
、
バ
ー
ン
ブ

レ
ー
・
マ
ン
シ
ョ
ン
は
ハ
ロ
ウ

ィ
ー
ン
の
定
番
ス
ポ
ッ
ト
に
も

な
っ
て
い
て
、
夏
季
休
暇
や
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期
に
は
殺
人

ミ
ス
テ
リ
ー
や
「
ダ
ー
ク
フ
ォ

レ
ス
ト
・
フ
ラ
イ
ト
・
ト
レ
イ

ル
」
と
い
っ
た
特
別
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
る
。

　

宿
泊
の
夜
、
午
後
７
時
に
夕

食
の
ベ
ル
が
鳴
り
、
フ
レ
イ
ス

夫
妻
の
手
作
り
の
料
理
で
宿
泊

客
７
人
が
大
き
な
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
の
あ
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

に
降
り
て
き
た
。
居
間
に
も
ダ

イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
も
手
製
の

大
き
な
人
形
が
座
っ
て
い
る
。

宿
泊
客
は
簡
単
に
自
己
紹
介
を

し
て
ワ
イ
ン
の
せ
い
か
他
愛
な

い
会
話
が
は
ず
ん
だ
。
や
が
て

客
は
２
階
の
各
々
の
部
屋
へ
引

き
上
げ
て
い
っ
た
。
２
階
に
も

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
大
き
な
人
形

が
椅
子
に
座
っ
て
い
る
が
、
夜

が
ふ
け
る
に
つ
れ
て
昼
間
可
愛

か
っ
た
人
形
の
顔
が
不
気
味
に

見
え
て
き
た
の
は
気
の
せ
い
か

も
し
れ
な
い
。
幸
い
に
も
ド
ラ

イ
ブ
の
疲
れ
も
あ
り
翌
朝
日
が

昇
る
ま
で
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て

し
ま
っ
た
。

 　
翌
朝
、
９
時
の
朝
食
前
に

森
を
散
歩
す
る
と
、
木
陰
に
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
人
形
や
怪
物

が
潜
ん
で
い
る
。
木
立
か
ら
漏

れ
る
朝
日
で
何
と
か
恐
怖
心
は

抑
制
で
き
る
が
、
ど
れ
も
良
く

で
き
た
怪
物
た
ち
だ
。
１
マ
イ

ル
ほ
ど
歩
い
た
後
屋
敷
に
戻
っ

て
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
入
っ

た
。
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
手
料

理
で
宿
泊
客
全
員
が
顔
を
合
わ

せ
た
が
、
不
思
議
な
音
を
聞
い

た
人
以
外
、
幽
霊
の
目
撃
者
は

い
な
か
っ
た
。
朝
食
後
、
ホ
ス

ト
の
フ
レ
イ
ス
氏
が
屋
敷
内
を

案
内
し
て
く
れ
た
。
後
に
つ
い

て
屋
敷
の
３
階
の
屋
根
裏
部
屋

に
の
ぼ
る
と
、
２
寝
室
と
長
年

か
け
て
収
集
さ
れ
た
品
々
が
詰

ま
っ
て
い
る
大
部
屋
が
あ
る
。 　

バ
ー
ン
ブ
レ
ー
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
２
階
に
は
寝
室
が
６
室
と
共

用
バ
ス
ル
ー
ム
が
３
か
所
あ
る

さ
ら
に
「
シ
ン
ガ
ー
・
ス
イ
ー

ト
」
と
し
て
、
寝
室
３
室
、
バ

ス
ル
ー
ム
２
室
、
個
室
１
室
の

貸
し
切
り
も
可
能
。「
マ
ッ
ケ

ン
ジ
ー
・
ス
イ
ー
ト
」
と
し
て

３
階
の
マ
ス
タ
ー
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
１
室
、
ア
テ
ィ
ッ
ク
・
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
２
室
、
バ
ス
ル
ー
ム

１
室
の
貸
し
切
り
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
最
大
10
人
で
マ
ン
シ

ョ
ン
全
体
を
貸
し
切
る
こ
と
も

で
き
る
と
の
こ
と
。
幽
霊
屋
敷

で
の
結
婚
式
も
楽
し
い
構
想

だ
。
バ
ジ
ェ
ッ
ト
で
の
旅
な
ら

馬
小
屋
を
改
良
し
た
「
ス
テ
ー

ブ
ル
ズ
・
モ
ー
テ
ル
」
も
あ
り
、

朝
食
は
マ
ン
シ
ョ
ン
で
提
供
さ

れ
る
。　

　

マ
ン
シ
ョ
ン
は
デ
ラ
ウ
ェ

ア
川
上
流
に
近
く
、
マ
ン
シ

ョ
ン
を
出
てHigh Road 

を

右
折
す
る
と
約
10
分
で
川
に

沿
っ
て
走
る
97
号
線
（Upper 

Delawaren Scenic Byway

）

に
突
き
当
た
り
、
右
折
す
れ
ば

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
並
ん
で
い

て
、
左
折
す
る
と
ゴ
ム
ボ
ー
ト

や
カ
ヌ
ー
な
ど
で
急
流
を
下
る

船
の
乗
り
場
と
な
る
。
シ
ー
ニ

ッ
ク
な
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で

昼
食
を
と
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を

反
対
の
方
向
に
上
る
と
、
い
く

つ
か
の
美
し
い
湖
畔
の
周
り
に

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ト

レ
イ
ル
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
幽
霊
屋
敷
に
は
幽
霊
だ
け

で
な
く
自
然
を
楽
し
む
お
ま
け

も
つ
い
て
い
る
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）

森
深
き
非
日
常
の
幽
霊
屋
敷
に
宿
泊

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
メ
リ
カ
体
験

1

 第 535 回

オリンピック・
パラリンピック・

トレーニングセンター

https://www.his-usa.com/package/city/cun/list/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=banner&utm_campaign=cancun2025
https://artofhaiku.org/


　

フ
ラ
ン
ス
語
学
習
者
の
最
大

の
憧
れ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
毎
年

5
月
に
開
催
さ
れ
る
ベ
ル
サ
イ

ユ
宮
殿
仮
装
舞
踏
会
な
の
だ
そ

う
だ
。
も
ち
ろ
ん
会
場
は
フ
ラ

ン
ス
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
、

ド
レ
ス
コ
ー
ド
は
ロ
コ
コ
風
。

ド
レ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

う
ず
高
く
巻
き
上
げ
た
髪
と
髪

飾
り
、
化
粧
も
当
時
の
よ
う
に

再
現
し
、
付
け
ぼ
く
ろ
ま
で
施

す
。
世
界
中
か
ら
麗
し
く
着
飾

っ
た
紳
士
淑
女
が
集
ま
り
、
一

夜
の
夢
を
楽
し
む
。
日
本
か
ら

の
ツ
ア
ー
も
人
気
だ
そ
う
だ
。

　

さ
あ
、
ド
レ
ス
は
ど
う
や
っ

て
手
に
入
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
だ
ろ
う
。
ス

タ
イ
ル
は
？
色
は
？
素
材
は
？

予
算
は
？
あ
れ
こ
れ
と
当
時
の

貴
族
の
よ
う
に
悩
め
る
の
も
、

楽
し
み
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
。

　

18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
を
支

配
し
た
の
は
、
最
愛
王
と
称
さ

れ
た
ル
イ
15
世
の
愛
妾
た
ち
だ

っ
た
。
彼
女
た
ち
の
生
活
や
活

動
に
か
か
る
費
用
を
公
式
に
王

廷
費
か
ら
賄
い
、
廷
臣
と
し
て

政
治
に
も
参
画
し
た
公
妾
た
ち

ま
で
が
い
た
。想
像
す
る
通
り
、

公
妾
た
ち
は
贅
沢
の
限
り
を
尽

く
し
、
こ
の
世
の
春
よ
と
花
開

か
せ
た
の
が
ロ
コ
コ
だ
っ
た
。

ポ
ン
パ
ド
ー
ル
夫
人
の
優
雅
な

肖
像
画
か
ら
贅
沢
な
生
活
が
伺

え
る
。

　

そ
こ
へ
ス
タ
ー
降
臨
。
マ
リ

ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
登
場

だ
。
初
々
し
い
花
嫁
、
若
々
し

い
新
王
妃
は
熱
狂
的
に
歓
迎
さ

れ
た
。
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
宮
廷

エ
チ
ケ
ッ
ト
の
堅
苦
し
さ
を
嫌

い
、
若
い
女
性
ら
し
く
自
由
な

風
潮
を
取
り
入
れ
、
快
活
で
享

楽
的
な
生
活
を
好
ん
だ
。
彼
女

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
化
粧
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
衆
目
の
的
と

な
り
、
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴
族
、
平
民
に

至
る
ま
で
、
彼
女
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
真
似
し
た
。
お
か
げ
で

フ
ラ
ン
ス
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
は
更
な
る
発
展
を
と
げ
、
世

界
の
中
心
に
君
臨
し
続
け
る
。

　

ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
・
マ
リ

ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
世
界

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
に
仕
立

て
上
げ
た
立
役
者
が
、
モ
ー
ド

大
臣
ロ
ー
ズ
・
ベ
ル
タ
ン
だ
。

　

２
人
は
ド
レ
ス
の
ス
タ
イ
ル

を
根
本
的
に
変
え
、
軽
や
か
に

動
き
や
す
く
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
に
よ
る
女
性
の
自
由
の
解

放
だ
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
テ
イ

ス
ト
や
、
三
分
割
さ
れ
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
を
悼
む
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

風
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ン
プ
ル
な

ス
タ
イ
ル
を
華
や
か
に
し
た
イ

ン
グ
レ
ー
ゼ
風
な
ど
、
次
々
と

目
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
世
に
生

み
出
し
た
。

　

色
に
名
前
を
つ
け
て
流
行
ら

せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ベ
ー
ジ

ュ
が
か
っ
た
紫
色
「
ピ
ュ
ー
ス

（
蚤
の
腹
色
）」「
男
の
げ
ん
こ

つ
」「
ロ
ン
ド
ン
の
煙
突
の
煤
」

「
軽
は
ず
み
な
涙
」「
ひ
そ
か
な

た
め
息
」「
ニ
ン
フ
の
太
腿
」「
鳩

の
喉
」「
気
ど
り
屋
の
中
身
」「
煙

突
掃
除
夫
」「
カ
ル
メ
ル
会
修

道
女
の
バ
ラ
色
」
な
ど
。
思
い

つ
い
た
時
の
き
ゃ
っ
き
ゃ
っ
と

は
し
ゃ
ぐ
声
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
だ
。

　

フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
頂
点

に
居
な
が
ら
、
無
邪
気
に
ル
ソ

ー
の
『
エ
ミ
ー
ル
』
を
喜
ぶ
マ

リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
は
、

自
分
が
行
き
つ
く
運
命
を
分
か

っ
て
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
画
家

ダ
ビ
ッ
ト
が
描
い
た
処
刑
場
へ

運
ば
れ
る
最
期
の
マ
リ
ー
・
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
ス
ケ
ッ
チ
に

は
、
悪
意
を
込
め
て
醜
く
描
こ

う
と
し
て
も
、
彼
女
の
凛
と
し

た
誇
り
高
さ
は
隠
せ
な
い
で
い

る
。

　

一
方
、第
三
身
分
の
ロ
ー
ズ
・

ベ
ル
タ
ン
は
何
が
望
み
だ
っ
た

の
か
。彼
女
は
危
険
を
顧
み
ず
、

革
命
の
嵐
吹
く
パ
リ
へ
戻
り
、

牢
獄
に
幽
閉
さ
れ
る
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
に
、
当
時
絹

よ
り
も
高
価
な
モ
ス
リ
ン
の
ス

カ
ー
フ
を
届
け
た
と
い
う
。

　

２
人
の
間
に
あ
る
も
の
を
何

と
名
づ
け
、
笑
い
あ
う
の
だ
ろ

う
。　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 フランス貴族の服飾術
ミシェル・サポリ・著

 白水社・刊

■ひまわりは恋の形（宇山佳佑、小学館文庫）大学4年生
の春、就職試験に全滅した日向は不思議なアルバイトを見
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かされる一瞬を綴った芥川賞作家の最新作品集。■シェ
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常を描いた長篇小説。■十戒（夕木春央、講談社文庫）伯
父が所有していた枝内島に持ち上がったリゾート開発計
画。浪人中の里英は父や関係者らとともに島に渡ったが、
翌日、不動産会社の社員が死体で発見される。そして見つ
けた紙片に記されていたのは、島に残された者たちに課さ
れた「十戒」だった。犯人が下す神罰を恐れながら、十戒
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ひとり、森本レオ、ビートたけし、元メンバーの故・上島竜兵さんらとのエ
ピソードを交えて綴った本。 肥後にとっての初の著書で人生論を語る。■バ
ンクハザードにようこそ（中山七里、角川書店）司法書士の東雲は、箱根銀
行に勤める友人・燎原が多額の金を横領して自殺したと、燎原の妹の杏子か
ら聞く。2人は燎原が死ぬ前に残したあるメッセージを見つけ、自殺の謎を
探り、箱根銀行に復讐することを誓う。不正と陰謀にまみれた悪徳銀行を天
才詐欺師が鮮やかに追い詰めるエンターテインメント。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

特
異
体
質
の
彼
女
と
の
究
極
の
遠
距
離
恋
愛
。
心
動
か
さ
れ
る
一
瞬
を
描
く
作
品
集
。

３
人
の
50
代
女
性
の
楽
し
い
日
常
。島
に
残
さ
れ
た
者
に
課
さ
れ
た「
十
戒
」と
は
。ダ
チ
ョ

ウ
倶
楽
部
リ
ー
ダ
ー
の
人
生
論
。
巨
悪
を
出
し
抜
く
逆
襲
劇
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
少
年
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
贈
ら
れ
た

ビ
ロ
ー
ド
（
ベ
ル
ベ
ッ
ト
）
の

布
で
で
き
た
う
さ
ぎ
の
ぬ
い
ぐ

る
み
。
最
初
は
お
気
に
入
り
だ

っ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
他
の
贈

り
も
の
に
気
を
と
ら
れ
た
少

年
。
う
さ
ぎ
は
古
び
た
優
し
い

馬
の
お
も
ち
ゃ
に
出
会
い
、
子

供
に
心
か
ら
愛
さ
れ
た
お
も
ち

ゃ
は
本
当
の
も
の
に
な
る
の
だ

と
い
う
魔
法
を
教
え
て
も
ら
い

ま
す
。
や
が
て
、
う
さ
ぎ
は
少

年
の
か
け
が
え
の
な
い
友
だ
ち

に
な
り
ま
す
。
う
さ
ぎ
は
、
命

あ
る
本
当
の
う
さ
ぎ
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し

ょ
う
か
。

　

子
供
部
屋
を
舞
台
に
、
お
も

ち
ゃ
へ
の
愛
と
そ
れ
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
「
本
物
」
の
定
義
、

そ
し
て
成
長
に
お
け
る
愛
と
別

れ
が
描
か
れ
た
、
ロ
ン
ド
ン
生

ま
れ
の
作
家
マ
ー
ジ
ェ
リ
ィ
・

Ｗ
・
ビ
ア
ン
コ
（
１
８
８
１
〜

１
９
４
４
年
）
の
名
作
絵
本
。

こ
の
版
は
２
０
１
３
年
発
行
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
サ
ン
ト
ー
レ
が

描
い
た
挿
し
絵
が
素
晴
ら
し
く

画
集
と
し
て
持
っ
て
い
た
く
な

る
本
。日
本
語
で
読
む
な
ら『
ビ

ロ
ー
ド
の
う
さ
ぎ
』。　
（
高
田
）

子
供
部
屋
で
起
き
た
魔
法

 『The Velveteen Rabbit』
Written by Margery Williams Bianco
Published by Applesauce Press
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カ
ン
ヌ
、
ベ
ネ
チ
ア
、
ベ

ル
リ
ン
を
含
む
各
映
画
祭
で

監
督
賞
を
総
な
め
に
し
て
い

る
ポ
ー
ル
・
ト
ー
マ
ス
・
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
の
最
新
作
。
政

治
、
移
民
、
人
種
差
別
、
経

済
格
差
な
ど
様
々
な
社
会
問

題
を
背
景
に
家
族
の
絆
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
か
つ
コ
メ
デ
ィ

タ
ッ
チ
を
加
味
し
て
描
く
ア

ク
シ
ョ
ン
ス
リ
ラ
ー
。

　

登
場
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
飛

ん
で
る
か
、
狂
っ
て
い
る
か
、

ど
こ
ま
で
本
気
な
の
か
の
超

ユ
ニ
ー
ク
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ

オ
、
シ
ョ
ー
ン
・
ペ
ン
、
ベ

ニ
チ
オ
・
デ
ル
・
ト
ロ
ら
オ

ス
カ
ー
俳
優
が
こ
こ
ぞ
と
ば

か
り
に
最
高
の
演
技
を
見
せ

る
秀
逸
の
一
作
で
も
あ
る
。

　

ボ
ブ
（
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
）

は
か
つ
て
「
フ
レ
ン
チ
75
」

の
異
名
を
持
つ
革
命
組
織
の

一
員
だ
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
を
中
心
に
不
法
移
民
収

容
所
を
襲
い
彼
ら
を
逃
が
す
、

関
連
施
設
を
爆
破
す
る
、
資

金
稼
ぎ
で
銀
行
強
盗
を
す
る

な
ど
小
規
模
組
織
な
が
ら
取

り
締
ま
り
当
局
を
か
く
乱
さ

せ
て
い
た
。
が
、
ボ
ブ
は
仲

間
の
女
性
と
恋
に
落
ち
、
娘

が
生
ま
れ
る
と
同
時
に
司
法

の
追
跡
を
逃
れ
る
た
め
に
過

疎
地
に
移
り
住
み
、
以
来
ほ

ぼ
隠
遁
生
活
。
一
方
、
妻
は

移
民
施
設
指
揮
官
ロ
ッ
ク
ジ

ョ
ー
（
ペ
ン
）
に
捕
ら
え
ら

れ
た
が
仲
間
を
売
る
こ
と
で

罪
を
逃
れ
た
後
、
メ
キ
シ
コ

に
逃
亡
す
る
。

　

そ
れ
か
ら
16
年
後
、
平
穏

に
暮
ら
す
ボ
ブ
と
娘
ウ
ィ
ラ

だ
が
、
ボ
ブ
は
マ
リ
フ
ァ
ナ

と
酒
浸
り
で
頭
は
い
つ
も
ぼ

ん
や
り
状
態
。
し
か
し
、
愛

娘
ウ
ィ
ラ
が
か
つ
て
の
指
揮

官
ロ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
に
拉
致
さ

れ
た
こ
と
で
頭
も
身
体
も
ふ

ら
ふ
ら
の
状
態
で
娘
の
救
出

作
戦
を
開
始
す
る
。

　

こ
こ
か
ら
が
物
語
の
メ
イ

ン
だ
。
頭
の
中
真
っ
白
の
ボ

ブ
は
初
め
こ
そ
キ
ャ
パ
オ
ー

バ
ー
で
つ
ま
ず
き
気
味
だ
が

徐
々
に
昔
の
革
命
闘
士
魂
を

取
り
戻
し
て
い
く
。
悪
戦
苦

闘
に
あ
え
ぐ
ボ
ブ
に
手
を
貸

す
の
は
ウ
ィ
ラ
の
空
手
の
セ

ン
セ
イ（
デ
ル
・
ト
ロ
）。
た
だ
、

セ
ン
セ
イ
も
お
と
ぼ
け
が
過

ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ど
こ

ま
で
本
気
か
分
か
ら
な
い
。

ロ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
が
ボ
ブ
と
ウ

ィ
ラ
を
追
い
つ
め
る
の
に
は

単
な
る
仕
事
上
の
理
由
だ
け

で
な
く
大
き
な
秘
密
が
あ
っ

た
。

  

死
に
物
狂
い
で
娘
を
探
す
ボ

ブ
の
迷
走
大
作
戦
が
見
も
の

だ
。
終
盤
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
に
か
け
ラ
ク
ダ
の
背
中
の

よ
う
に
う
ね
う
ね
と
す
る
広

大
な
道
で
の
追
跡
シ
ー
ン
は

圧
巻
。
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
、
ペ

ン
は
共
に
オ
ス
カ
ー
候
補
間

違
い
な
し
。２
時
間
41
分
。Ｒ
。

（
明
）

One Battle After 
Another 
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動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

娘
を
救
え
！
迷
走
大
作
戦

 ■上映館■
Regal Times Square

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC 34th Street 14

312 W. 34th St.

必至で娘を探すボブ（ディカプリオ）
　

Ｎ
Ｙ
近
代
美
術
館（MoMA

：

西
53
丁
目
11
番
地
）
に
併
設
す

る
モ
マ
・
デ
ザ
イ
ン
ス
ト
ア

で
、
今
年
75
周
年
を
迎
え
た

ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
記
念
フ
ィ
ギ

ュ
ア
「Snoopy & Peanuts 

Collectible Figure

」
が
販
売

さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
５
０
年
に
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
Ｍ
・
シ
ュ
ル
ツ
に
よ
っ
て

創
作
さ
れ
た
ビ
ー
グ
ル
犬
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ス
ヌ
ー
ピ
ー
」

は
、
世
界
中
の
子
供
か
ら
大
人

ま
で
に
愛
さ
れ
、
時
代
を
超
え

て
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る
。
記

念
フ
ィ
ギ
ュ
ア
は
、
自
由
の
女

神
像
、
パ
ー
テ
ィ
ー
ス
ヌ
ー

ピ
ー
、
昼
寝
中
の
チ
ャ
ー
リ

ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
ス
ヌ
ー
ピ
ー

な
ど
４
種
類
。
22
ド
ル
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
購
入
も
可
能
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

store.moma.org

を
参
照
。

スヌーピー
75周年記念
MoMAでフィギュア販売

　

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
に
あ
る

大
聖
堂
（The Cathedral of 

St. John the Divine

：
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
街
１
０
４
７
番

地
、１
１
２
丁
目
）で
24
日（
金
）

と
25
日
（
土
）
の
２
日
間
、
午

後
７
時
か
ら
、
こ
の
時
期
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・

エ
ク
ス
ト
ラ
バ
ガ
ン
ザ
」
が
開

催
さ
れ
る
。

　

メ
ッ
タ
ウ
ィ
ー
・
リ
バ
ー
・

シ
ア
タ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
創
設

者
の
ラ
ル
フ
・
リ
ー
氏
に
よ
り

数
十
年
前
か
ら
続
く
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
今
年
は
映
画
『
オ
ペ

ラ
座
の
怪
人
』
公
開
１
０
０
周

年
記
念
上
映
で
幕
を
開
け
る
。

そ
の
後
、
テ
ィ
ム
・
ブ
ラ
ム
フ

ィ
ー
ル
ド
氏
に
よ
る
大
オ
ル
ガ

ン
の
生
演
奏
や
、
同
カ
ン
パ
ニ

ー
の
役
者
た
ち
が
幽
霊
や
鬼
の

紛
争
で
観
客
席
を
練
り
歩
く
。　

入
場
料
は
50
ド
ル
。チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
大
聖
堂
公
式
サ
イ
ト

https://www.stjohndivine.
org/calendar/53092/
halloween-extravaganza

を

参
照
す
る
。

大聖堂でハロウィーンの行事

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.nyseikatsu.com
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https://store.moma.org
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https://store.moma.org
https://store.moma.org
https://www.stjohndivine.org/calendar/53092/halloween-extravaganza



